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「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」と「
山
田
聖
栄
自
記
」

は
じ
め
に

❶「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」
と
「
山
田
聖
栄
自
記
」

❷
秀
衡
の
遺
言
を
め
ぐ
っ
て

❸
義
経
の
最
期
を
め
ぐ
っ
て

❹
奥
州
合
戦
を
め
ぐ
っ
て

❺
小
括

結
び
に
か
え
て

「
平
泉
伝
説
」
と
は
、
一
二
世
紀
の
東
北
地
方
で
強
盛
を
誇
っ
た
平
泉
藤
原
氏
に
ま
つ
わ
る
伝
説

を
指
す
。
平
泉
で
最
期
を
迎
え
た
源
義
経
に
関
す
る
伝
説
も
含
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
小
稿
で

は
、「
平
泉
伝
説
」
が
室
町
時
代
の
南
九
州
で
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
を
紹
介
し
、
あ
わ

せ
て
そ
の
理
由
や
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

史
料
は
、「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」
と
「
山
田
聖
栄
自
記
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
島
津
氏
初
代
忠

久
の
出
自
伝
承
が
含
ま
れ
、
南
九
州
を
支
配
す
る
に
到
っ
た
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
特
徴
の
第
一
は
、

忠
久
が
頼
朝
の
落
胤
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
実
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
室

町
時
代
の
島
津
氏
周
辺
で
唱
え
ら
れ
は
じ
め
、
江
戸
時
代
に
は
薩
摩
藩
の
公
式
な
見
解
と
な
っ
て

い
っ
た
。
第
二
は
、
忠
久
が
奥
州
合
戦
に
お
い
て
鎌
倉
軍
を
率
い
、
平
泉
藤
原
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
と

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
史
実
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
話
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
伝
説
」
の
核
心
部
分
は
、
島
津
氏
の
創
作
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
潤
色
す
る
要
素
は
幸

若
舞
あ
る
い
は
『
義
経
記
』
な
ど
の
口
承
文
芸
が
元
に
な
っ
て
い
る
。
平
泉
や
義
経
の
「
物
語
」
が

南
九
州
で
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
れ
が
取
り
込
ま
れ
、「
伝
説
」
が
形
作
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
島
津
家
文
書
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
上
記
二
史
料
で
は
、
畠
山

重
忠
が
キ
ー
マ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
島
津
家
文
書
に
は
、
重
忠
に
関
わ
る
文
書
が
い
く
つ
か
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
が
「
平
泉
伝
説
」
成
立
に
一
役
買
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

島
津
忠
久
が
奥
州
合
戦
の
鎌
倉
軍
を
率
い
た
と
主
張
す
る
こ
と
が
、
室
町
時
代
の
南
九
州
で
実
際

的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
当
該
期
の
島
津
氏
に
は
、
多
く
の
ラ
イ
バ
ル
が
い

た
。
彼
ら
の
出
自
を
た
ど
れ
ば
、
み
な
東
国
に
行
き
着
く
。
そ
し
て
祖
先
が
奥
州
合
戦
に
参
加
し
て

い
る
。
鎌
倉
軍
を
従
え
て
奥
州
に
侵
攻
し
た
と
い
う
島
津
忠
久
像
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た

ラ
イ
バ
ル
の
優
位
に
立
つ
上
で
有
効
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
平
泉
藤
原
氏
、
源
義
経
、
島
津
忠
久
、
畠
山
重
忠
、
口
承
文
芸
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は
じ
め
に

平
泉
伝
説
と
は
、
一
二
世
紀
の
東
北
地
方
（
奥
羽
）
で
権
勢
を
誇
っ
た
平
泉
藤
原

氏
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
事
柄
が
後
世
に
語
り
継
が
れ
、
伝
説
化
し
た
も
の
を
さ
す
。

源
義
経
が
藤
原
氏
三
代
秀
衡
の
も
と
で
養
育
さ
れ
た
こ
と
、
治
承
・
寿
永
内
乱
後
に

平
泉
に
潜
伏
し
、
最
期
を
遂
げ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
を
素
材
に
し
た
伝
説
を
含
め
て
も

よ
い
だ
ろ
う
。

平
泉
伝
説
の
研
究
は
、
す
で
に
数
多
く
な
さ
れ
て
お
り
、
陸
奥
国
を
支
配
し
た
権

力
、
た
と
え
ば
室
町
時
代
の
奥
州
探
題
と
そ
の
周
辺
、
あ
る
い
は
戦
国
時
代
の
伊
達

氏
の
正
統
観
念
の
基
底
に
、
平
泉
藤
原
氏
の
支
配
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
い
う
自
己
認

識
が
根
強
く
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
陸
奥
国
の
政
治
勢
力
に
と
っ
て
平

泉
藤
原
氏
は
、
支
配
の
正
統
性
の
淵
源
と
し
て
後
々
ま
で
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
筆
者
は
中
世
日
本
国
に
お
い
て
陸
奥
国
と
は
対
極
に
あ
っ
た
南
九
州
（
（
（

と
い

う
地
域
で
平
泉
伝
説
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
若
干
の
分
析
を
加
え
た
こ
と
が

あ
る
（
（
（

。
た
だ
そ
れ
は
端
緒
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め

て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
南
九
州
の
平
泉
伝
説
は
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
に

起
き
た
源
義
経
の
自
害
、
そ
れ
に
引
き
続
く
鎌
倉
軍
の
奥
州
侵
攻
（
奥
州
合
戦
）
に

取
材
す
る
も
の
な
の
で
、
ま
ず
は
史
実
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
本
論

に
入
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
（
（
（

。

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
三
月
、
平
家
が
壇
ノ
浦
に
滅
亡
す
る
。
鎌
倉
方
の
最
前

線
に
立
っ
て
い
た
源
義
経
は
、
そ
の
時
す
で
に
兄
頼
朝
の
不
興
を
買
っ
て
お
り
、
次

第
に
両
者
の
関
係
は
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
い
に
同
年
一
〇

月
、
義
経
は
頼
朝
追
討
宣
旨
を
得
て
挙
兵
す
る
が
、
失
敗
し
、
潜
伏
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
義
経
が
最
終
的
に
向
か
っ
た
先
は
平
泉
で
あ
っ
た
。
平
泉
は
、
義
経
が
少
年

期
を
過
ご
し
た
地
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
育
て
の
親
と
も
言
う
べ
き
藤
原
秀
衡
が
い

た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
秀
衡
は
死
の
床
に
就
く
。
今
際
の
き
わ
秀
衡
は
、
嫡
子
の

泰
衡
お
よ
び
国
衡
に
義
経
を
主
君
（
あ
る
い
は
大
将
軍
）
と
仰
い
で
鎌
倉
に
当
た
る

よ
う
に
言
い
残
す
。
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
一
〇
月
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

以
前
に
鎌
倉
・
京
都
で
は
義
経
の
所
在
を
つ
か
ん
で
お
り
、
文
治
四
年

（
一
一
八
八
）
二
月
に
は
、
義
経
追
討
宣
旨
な
ら
び
に
院
庁
下
文
が
出
さ
れ
た
。
秀

衡
後
継
の
泰
衡
は
、
次
第
に
高
ま
る
圧
力
に
抗
い
き
れ
ず
、
文
治
五
年
閏
四
月
三
〇

日
、
衣
河
館
に
義
経
を
襲
い
、
自
害
に
追
い
込
む
。
義
経
の
首
級
は
鎌
倉
に
送
ら
れ
、

実
検
に
供
さ
れ
た
。

一
方
、
頼
朝
は
、
文
治
五
年
二
月
に
は
奥
羽
侵
攻
の
た
め
の
動
員
を
か
け
て
い
た
。

義
経
の
死
で
一
件
が
落
着
し
た
と
い
う
朝
廷
の
意
向
も
無
視
し
、
同
年
七
月
に
、
総

勢
二
八
万
四
千
騎
と
言
わ
れ
る
軍
勢
を
三
手
に
分
け
て
奥
羽
に
向
け
て
進
発
さ
せ

る
。
平
泉
方
も
伊
達
郡
阿
津
賀
志
山
に
築
い
た
要
塞
な
ど
で
抵
抗
を
試
み
る
が
、
有

効
な
反
撃
は
で
き
ず
、
八
月
二
二
日
、
平
泉
は
鎌
倉
軍
の
手
に
落
ち
た
。
泰
衡
は
夷

狄
島
（
北
海
道
）
め
ざ
し
て
遁
走
す
る
が
、
九
月
三
日
、
比
内
郡
で
数
代
の
郎
従
・

河
田
次
郞
の
手
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
。
泰
衡
の
首
を
志
波
郡
陣
岡
に
晒
し
た
頼
朝

は
、
前
九
年
合
戦
の
故
地
で
あ
る
厨
河
ま
で
北
上
し
、
そ
の
後
は
、
戦
後
処
理
を
行

い
な
が
ら
南
下
し
、
一
〇
月
二
四
日
、
鎌
倉
に
帰
着
し
た
。　

❶
「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」
と
「
山
田
聖
栄
自
記
」

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
室
町
時
代
の
南
九
州
で
書
か
れ
た
史
料
に
平
泉
伝
説
と
で

も
い
え
る
も
の
が
、
記
さ
れ
て
い
た
。
史
料
と
は
、「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」
と
「
山

田
聖
栄
自
記
」
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
。

（
一
）「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」

「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」（
以
下
、「
申
状
」
と
略
す
）
は
、
永
享
年
間
（
一
四
二
九

～
一
四
四
一
）
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
記
主
の
酒
匂
安
国
寺
は
、
鎌
倉



321

［南九州の平泉伝説］……柳原敏昭

時
代
以
来
の
島
津
氏
有
力
被
官
酒
匂
氏
の
一
族
で
あ
る
。
島
津
氏
本
宗
家
は
、
南
北

朝
期
の
当
主
貞
久
の
子
の
段
階
で
、
総
州
家
と
奥
州
家
に
分
か
れ
（
前
者
が
本
来
の

本
宗
家
に
あ
た
る
）、
つ
い
に
は
対
立
・
抗
争
し
、
奥
州
家
が
勝
利
す
る
（
別
掲
「
島

津
氏
略
系
図
」
参
照
）。
酒
匂
氏
は
当
初
、
総
州
家
に
仕
え
て
い
た
が
、
同
家
衰
亡

の
後
、
奥
州
家
に
出
仕
し
た
。
こ
う
し
た
去
就
が
禍
い
し
、
ま
た
島
津
氏
家
臣
内
で

の
新
興
勢
力
の
台
頭
も
あ
り
、
酒
匂
氏
は
不
遇
を
か
こ
つ
こ
と
に
な
る
。
か
か
る

中
、「
島
津
家
を
中
心
と
す
る
国
内
武
士
の
掌
握
統
率
等
の
必
要
性
か
ら
、
島
津
家

の
歴
史
、
各
家
臣
団
の
由
緒
故
事
等
が
、
そ
れ
に
と
く
に
精
し
い
と
さ
れ
た
」
酒
匂

安
国
寺
に
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
安
国
寺
が
、
一
族
の
再
起
を
期
し
て
応
え

た
の
が
「
申
状
」
で
あ
る
。
原
本
は
伝
存
せ
ず
、
研
究
上
、
イ
本
・
ロ
本
と
称
さ
れ

る
二
系
統
の
写
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
本
が
よ
り
原
本
に
近
く
、
ロ
本
は

そ
れ
を
修
訂
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
（
（

。

「
申
状
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
抑
当
家
御
先
組
忠
久
と
申
ハ
右
大
将
頼
朝
之

御
子
三
男
に
て
御
渡
候
」
と
、
島
津
氏
初
代
忠
久
が
源
頼
朝
の
落
胤
で
あ
る
と
い

う
説
（
島
津
忠
久
頼
朝
落
胤
説
、
島
津
氏
源
姓
説
）
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
続
け
て
、
忠
久
の
母
は
比
企
四
郎
（
比
企
能
員
の
通
称
が
藤
四
郎
な
の
で
、

同
人
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
の
姉
丹
後
局
で
あ
る
こ
と
、
丹
後

局
の
懐
妊
を
聞
き
つ
け
た
政
子
が
嫉
妬
か
ら
殺
害
を
命
じ
た
こ
と
、
危
難
を
避
け

て
日
向
国
に
向
か
っ
た
丹
後
局
が
摂
津
国
住
吉
社
で
産
気
づ
き
、
大
雨
の
中
、
路

辺
の
大
石
の
上
に
駐
め
た
輿
内
で
忠
久
を
出
産
し
た
こ
と
、
男
子
出
生
を
聞
い
た

頼
朝
の
命
で
丹
後
局
が
鎌
倉
に
召
し
返
さ
れ
こ
と
、
嬰
児
は
八
文
字
民
部
大
夫
惟

宗
広
言
が
養
育
す
る
こ
と
と
な
り
、
丹
後
局
も
広
言
に
嫁
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ

れ
る
。
今
日
で
は
、
島
津
氏
の
本
姓
は
惟
宗
、
初
代
忠
久
は
本
来
、
摂
関
家
（
近

衛
家
）
に
仕
え
た
下
家
司
・
侍
で
あ
り
、
比
企
氏
を
介
し
て
源
頼
朝
の
御
家
人
に

な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
（
（

。
忠
久
が
頼
朝
の
落
胤
で
あ
る
と
い
う
話
は
、
虚

構
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
は
薩
摩
藩
公
許
の
説
と
な
る
に
至
る
（
（
（

。

「
申
状
」
は
、
そ
の
最
も
早
い
出
現
例
と
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
「
申
状
」
の
平
泉
伝
説
に
あ
た
る
部
分
を
イ
本
に
よ
っ
て
示
す
。

【
史
料
一
】「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」（
イ
本
（
（
（

。
傍
線
引
用
者
。
以
下
同
）

又
西
城
戸
太
郎
追
罰
之
時
、
畠
山
重
忠
大
将
と
し
て
奥
州
ヘ
さ
し
向
け
ら
れ
候

と
き
、
重
忠
申
さ
れ
け
る
は
、
昔①

貞
任
、
宗
任
追
罰
之
時
、
源
平
両
家
大
将
に

て
候
、
重
忠
か
先
祖
義
家
之
御
供
仕
候
、
い
つ
れ
も
同
白
幡
に
て
候
間
、
我
等

か
先
祖
く
ろ
か
ハ
一
文
一
た
け
に
切
て
付
て
候
先
例
を
可
被
追
も
や
候
覧
と
申

け
る
間
、
忠
久
十
三
歳
に
て
越
前
国
を
給
、
奥
之
大
将
に
御
向
候
、
重②

忠
聟
に

取
て
余
之
賞
翫
に
大
勢
う
ち
こ
み
に
て
候
之
間
、
自
然
忠
久
御
手
之
人
に
無
礼

を
い
た
し
候
は
ん
事
憚
入
候
之
由
被
申
け
る
あ
ひ
た
、
直③

衣
の
ミ
ぬ
い
を
と
き

烏④

帽
子
の
右
ふ
さ
な
と
定
ら
れ
け
る
よ
し
老
名
と
も
申
候
し
、
か
様
之
事
と
も

書
付
進
上
申
候
（
下
略
）

大
意
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

西
城
戸
太
郎
（
こ
こ
で
は
藤
原
泰
衡
）
追
罰
の
た
め
畠
山
重
忠
が
大
将
と
し

て
奥
州
に
差
し
向
け
ら
れ
た
時
、
重
忠
が
「
か
つ
て
安
倍
貞
任
・
宗
任
を
追
罰

し
た
際
、源
平
両
家
が
大
将
だ
っ
た
。
重
忠
の
先
祖
は
源
義
家
の
お
供
を
し
た
。

（
源
家
も
畠
山
家
も
）
同
じ
白
幡
（
旗
）
だ
っ
た
の
で
、
我
等
の
先
祖
は
黒
革

を
切
っ
て
旗
に
付
け
た
。
そ
の
先
例
に
な
ら
い
た
い
」
と
申
し
た
と
こ
ろ
、
忠

久
は
一
三
歳
で
越
前
国
を
給
わ
り
、「
奥
之
大
将
」
と
し
て
奥
州
に
向
か
う
こ

と
に
な
っ
た
。
重
忠
は
忠
久
を
婿
に
と
っ
て
、
大
変
重
ん
じ
た
。
重
忠
が
、「
軍

勢
が
秩
序
な
く
入
り
交
じ
っ
て
し
ま
い
、
万
が
一
、
忠
久
の
御
手
の
者
に
無
礼

を
働
く
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
る
」
と
申
さ
れ
た
の
で
、「
忠
久
は
直
衣
の
縫
い

目
を
解
い
て
、
烏
帽
子
を
（
左
に
折
っ
て
）
右
総
に
し
た
ら
よ
い
」
と
老
名
た

ち
が
申
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
付
け
進
上
す
る
。

　

室
町
時
代
の
南
九
州
で
島
津
忠
久
出
自
伝
承
と
絡
め
て
、
奥
州
合
戦
に
つ
い
て

語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。し
か
し
、奥
州
合
戦
で
は
頼
朝
自
ら
が
出
陣
し
て
い
る
。
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し
た
が
っ
て
、
忠
久
が
大
将
軍
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
し
、
従
軍
し
た
と

い
う
徴
証
す
ら
な
い
（『
吾
妻
鏡
』
の
奥
州
合
戦
記
事
に
所
見
は
な
い
）。
奥
州
合

戦
当
時
、
一
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
（
（
（

。
こ
の
話
も
虚
構
と
い
う
こ

と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

（
二
）「
山
田
聖
栄
自
記
」

　
「
山
田
聖
栄
自
記
」（
以
下
、「
自
記
」
と
略
す
）
に
移
る
。
こ
の
史
料
は
、
文
明

二
年
～
一
四
年
（
一
四
七
〇
～
八
二
）
の
間
に
順
次
成
立
し
た
。
記
主
の
山
田
聖

栄
（
俗
名
忠
尚
。
別
掲
「
島
津
氏
略
系
図
」
参
照
）
は
、
島
津
氏
二
代
忠
時
の
庶

長
子
忠
継
に
は
じ
ま
る
山
田
家
の
六
代
目
に
あ
た
る
。
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）

生
ま
れ
で
、
奥
州
家
の
元
久
か
ら
忠
昌
ま
で
仕
え
た
。
島
津
氏
一
族
に
し
て
家
臣

と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
自
記
」
は
、
子
息
の
忠
広
に
対
し
、
そ
の
奉
公
に
役
立
つ

よ
う
に
自
己
の
知
識
を
譲
り
与
え
る
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
島

津
氏
初
代
忠
久
か
ら
久
豊
代
ま
で
の
歴
史
叙
述
が
中
心
を
な
す
。
忠
久

～
元
久
代
の
記
述
の
多
く
は
、
総
州
家
島
津
忠
朝
か
ら
情
報
を
得
た
も

の
で
、
本
来
の
島
津
本
宗
家
の
認
識
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
自
記
」
に
は
伝
本
が
多
数
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
鹿
児
島
県
史
料
集
Ⅶ
（
（1
（

所
収
の
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
（
以
下
、
県
図
書
本
）
と
鹿
児
島
大
学
附

属
図
書
館
蔵
山
田
家
本
（
以
下
、
山
田
家
本
）
を
用
い
る
。
前
者
は
、
鹿

児
島
県
庁
旧
蔵
で
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
八
一
）
の
写
本
を
文
政
九

年
（
一
八
二
六
）
に
書
写
し
、
そ
れ
を
伊
地
知
季
安
が
書
写
校
訂
し
た
も

の
の
転
写
本
で
あ
る
（
伊
地
知
季
安
自
筆
本
は
島
津
家
編
輯
所
旧
蔵
で
現

在
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）。
構
成
は
、（
一
）
島
津
氏
系
図
、（
二
）

島
津
忠
久
記
、（
三
）
同
貞
久
代
、（
四
）
同
氏
久
代
、（
五
）
同
元
久
代
、

（
六
）
和
泉
忠
氏
の
こ
と
な
ど
、（
七
）
島
津
久
豊
代
で
あ
る
。
後
者
の
山

田
家
本
は
、
聖
栄
自
筆
か
と
言
わ
れ
る
、
最
も
古
態
を
残
し
た
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
県
立
図
書
館
本
の
（
一
）
～
（
七
）
の
う
ち
（
三
）（
四
）

（
七
）
に
あ
た
る
部
分
し
か
存
在
し
な
い
（
（1
（

。

「
自
記
」
も
島
津
忠
久
源
頼
朝
落
胤
説
が
あ
ら
わ
れ
る
最
初
期
の
史
料

と
し
て
著
名
で
あ
る
。
そ
の
中
心
は
、（
二
）
島
津
忠
久
記
で
あ
る
。
右

記
の
よ
う
に
山
田
家
本
に
は
欠
け
て
い
る
の
で
、
県
図
書
本
で
確
認
す
る

と
、「
忝
も
源
之
頼
朝
之
御
子
頼
家
、
実
朝
者
北
条
四
郎
時
政
息
女
二
位
殿
之
御
腹
、

当
腹
御
事
候
、
三
男
忠
久
と
奉
申
は
比
企
判
官
義（
マ
マ
）貞
之
御
妹
丹
後
之
御
局
之
御
腹
之

御
子
な
り
」
と
、「
申
状
」
同
様
、
忠
久
は
頼
朝
が
丹
後
局
に
孕
ま
せ
た
子
で
頼
家
・

実
朝
に
次
ぐ
三
男
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
（1
（

。

　
「
自
記
」
忠
久
記
は
、
忠
久
出
生
譚
か
ら
藤
原
秀
衡
臨
終
、
義
経
の
最
期
、
奥
州

【
島
津
氏
略
系
図
】

1　
　
　

2　
　
　

3　

  　

4　
　
　

5　
　
　

6　
　
　

7

忠
久　
　

忠
時　
　

久
経　
　

忠
宗　
　

貞
久　
　

氏
久　
　

元
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
奥
州
家
）   

8 
      

9         

10        

11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

久
豊　
　

忠
国 

 

立
久　

  

忠
昌

                                                                                  　
（
貴
久
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

（
薩
州
家
）　  

好
久

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

6　
　

 
 

7　
　

  

（
持
久
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

師
久　
　

 

伊
久　
　

守
久　
　

久
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
州
家
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

忠
朝

　
　
（
山
田
家
）　　

   

忠
継　
　

忠
真　
　

宗
久　
　

忠
能　
　

久
興　
　

忠
尚　
　

忠
広　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聖
栄
）　　
　

＊
数
字
は
家
督
歴
代
数
。
貞
久
以
後
、
総
州
家
（
薩
摩
守
護
家
）・
奥
州
家
（
大
隅
守
護
家
）
が

並
び
立
つ
が
、
元
久
代
に
奥
州
家
が
本
宗
と
な
る
。
山
田
聖
栄
は
、
7
代
元
久
か
ら
11
代
忠
昌

ま
で
仕
え
た
。
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合
戦
へ
と
話
が
移
っ
て
い
く
（
（1
（

。
こ
こ
で
は
ま
ず
奥
州
合
戦
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い

て
見
た
い
。長
文
と
な
る
が
該
当
箇
所
を
引
用
す
る（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
便
宜
上
、

引
用
者
が
付
し
た
。
以
下
同
）。

【
史
料
二
】「
山
田
聖
栄
自
記
」
島
津
忠
久
記
（
県
図
書
本
（
（1
（

）

a.

奥
州
衣
川
の
合
戦
之
事
を
申
ハ
、
忠
久
之
御
幼
少
之
時
、
奥
攻
の
大
将
に

御
向
ひ
当
御
代
迄
十
一
代
御
繁
昌
な
り
、
其
故
は
頼
朝
仰
に
九
郎
か
奥
ニ

な
け
れ
は
、
今
程
お
も
ふ
事
な
し
、
親
入
道
か
多
年
養
育
所
、
緩
怠
之
条

皮
〔
彼
〕
是
迚
も
早
々
タ
ル
所
眼
前
な
り
と
て
近
国
遠
国
及
、
廻
文
を
以

相
催
、
頼
朝
打
立
給
所
ニ
諸
大
名
評
議
有
、
御
先
祖
頼
義
・
義
家
之
時
も

十
二
年
六
月
八
日
、
貞
任
・
宗
任
を
は
成
誅
と
承
、
幾
度
も
左
様
成
御
成

敗
可
目
出
之
由
銘
々
申
さ
る
、
中
に
畠
山
す
ゝ
ミ
出
て
、
御
大
将
ハ
何
ニ

而
も
御
座
候
得
、
先
例
を
以
重
忠
先
陣
仕
り
罷
向
へ
シ
と
申
上
ラ
ル
、

b.

一　

嫡
子
頼
家
・
次
男
実
朝
雖
御
座
有
と
、
当
腹
と
云
、
遠
国
な
れ
ハ
二
位

殿
思
召
煩
而
御
吟
味
之
処
ニ
、
有
人
申
様
、
比
企
判
官
の
妹
丹
後
之
御
局
の

御
腹
に
頼
朝
御
子
男
子
御
座
有
、
二
位
殿
御
妬
深
き
に
よ
り
忍
ま
し
ま
す
、

十
三
に
御
成
候
、
押
立
殊
更
他
に
勝
給
事
、
世
に
無
隠
、
我
御
子
を
厭
心
に

申
、
此
謂
を
時
政
ニ
申
、
則
畠
山
に
給
る
、
是
尤
可
然
と
て
頼
朝
に
披
露
あ

り
、
猶
も
二
位
殿
を
憚
有
り
け
る
か
、
夫
者
重
忠
は
か
ら
ひ
と
仰
下
る
、
仍

御
烏
帽
子
如
何
と
申
さ
れ
け
れ
ハ
、
畠
山
親
と
し
て
男
に
な
す
へ
し
、
此
時

ハ
斟
酌
も
入
ま
し
き
と
て
、
左①

折
之
御
烏
帽
子
、
源
氏
恒
例
と
し
て
召
セ
、

名
乗
を
も
忠
久
と
申
、
此
字
は
重
忠
の
忠
之
字
を
上
申
さ
る
、
頼
朝
の
御
免

有
る
上
ハ
と
て
聟②

に
取
申
、
同
陸
奥
国
の
先
手
御
大
将
に
御
越
候
、
仍
御
旗

御
十
文
字
の
御
紋
、
其
外
兵
具
一
々
受
取
、
御③

直
垂
の
御
縫
と
ち
皮
、
忝
も

頼
朝
我
と
御
と
き
し
御
約
束
、
今
に
お
ゐ
て
知
人
な
し
、
夫
よ
り
当
世
迄
も

御
一
家
衆
、
御
内
衆
も
と
か
れ
候
畢
、

c.

頓
而
奥
州
に
数
万
騎
を
率
馳
下
、
西
城
戸
太
郎
泰
衡
対
合
戦
有
り
、
三
月

之
内
に
退
治
ス
、
泰
衡
は
畠
山
と
組
て
討
た
る
、
弟
共
或
は
討
れ
、
或
ハ

虜
に
せ
ら
る
ゝ
も
あ
り
、
彼
迄
悉
皆
ほ
ろ
ひ
て
其
頭
を
持
せ
、
頼
朝
に
御

対
面
有
り
、
御
忠
節
与
云
、
御
大
将
之
始
之
佳
例
と
云
、
彼
是
以
祝
儀
上

下
万
民
に
至
迄
、
伯
父
義
経
之
敵
、
泰
衡
を
直
に
討
、
其
頭
を
頼
朝
懸
御

目
ら
る
ゝ
事
、
無
双
名
将
に
不
可
有
候
哉
、
爰
重
忠
雖
不
始
于
今
、
高
名

忠
久
之
御
所
可
然
取
成
、
東
国
馳
下
静
謐
ス
、
仍
御
恩
賞
有
り
、

d．

東
国
の
事
ハ
如
此
平
ラ
ケ
ア
リ
、
爰
未
西
国
之
末
、
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
こ

そ
地
頭
御
家
人
強
之
国
な
り
、
伯
父
鎮
西
八
郎
為
朝
、
鎮
守
府
将
軍
と
し
て

打
随
、
其
儘
三
ヶ
国
に
住
居
有
り
し
、
其
国
な
れ
ハ
忠
久
が
自
力
に
持
へ
し

と
て
御
譲
与
云
々
、
御
領
之
国
は
七
ヶ
国
伊
勢
・
若
狭
・
信
濃
・
越
前
・
薩

摩
・
大
隅
・
日
向
、（
中
略
）
頼
朝
之
継
書
御
判
ニ
茂
三
ヶ
国
地
頭
御
家
人

ハ
忠
久
か
下
人
た
る
へ
し
、
但
此
内
阿
多
平
四
郎
忠
景
ハ
為
朝
之
せ
う
と
な

る
に
よ
て
其
式
台
ニ
除
ラ
レ
シ
と
承
及
フ
、
鮫
嶋
方
事
也
（
下
略
）

続
い
て
大
意
を
記
そ
う
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
傍
線
は
史
料
二
に
対
応
し
て
い

る
）。a.

奥
州
衣
川
の
合
戦
の
こ
と
を
申
し
た
の
は
、
忠
久
様
の
ご
幼
少
の
み
ぎ
り
、

奥
州
攻
め
の
大
将
に
な
ら
れ
、
そ
れ
が
も
と
で
当
代
ま
で
一
一
代
、
ご
繁

昌
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
頼
朝
が
義
経
さ
え
い
な
け
れ
ば
、
何
も
気

に
す
る
こ
と
は
な
い
、
秀
衡
の
子
供
た
ち
が
不
肖
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
と
い
っ
て
、
近
国
・
遠
国
に
廻
文
を
以
て
奥
州
攻
め
の
軍
勢
を
催

し
た
。
頼
朝
が
出
陣
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
諸
大
名
の
評
議
が
行
わ
れ

た
。
ご
先
祖
頼
義
・
義
家
の
と
き
も
一
二
年
六
月
八
日
で
安
倍
貞
任
・
宗

任
を
誅
伐
し
た
と
承
っ
て
い
る
。
何
度
も
そ
の
よ
う
な
ご
成
敗
は
目
出
た

い
こ
と
だ
と
銘
々
が
申
し
た
。
そ
の
中
、
畠
山
重
忠
が
進
み
出
て
、「
御
大

将
は
何
れ
の
方
に
な
ろ
う
と
も
、
先
例
を
考
え
て
、
重
忠
が
先
陣
を
承
り

た
い
」
と
申
し
出
た
。
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b.

北
条
政
子
は
、
頼
朝
の
嫡
子
頼
家
、
次
男
実
朝
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
自

分
の
実
子
で
あ
り
、
奥
州
は
遠
国
な
の
で
、
彼
ら
を
奥
州
攻
め
の
大
将
と

す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
あ
る
人
が
、「
比
企
判
官

（
能
員
）
の
妹
・
丹
後
局
の
産
ん
だ
頼
朝
の
男
子
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
政

子
様
が
嫉
妬
深
い
の
で
匿
わ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
の
子
が
一
三
歳
に

な
ら
れ
て
い
て
、
容
姿
も
大
そ
う
立
派
で
あ
る
。
丹
後
局
は
我
が
子
を
遠

ざ
け
た
く
思
い
、
北
条
時
政
に
相
談
し
、
畠
山
重
忠
に
給
わ
る
こ
と
に
し

た
。
こ
の
子
を
大
将
に
す
る
の
が
よ
い
」
と
頼
朝
に
披
露
し
た
。
す
る
と

な
お
も
政
子
に
は
ば
か
り
が
あ
っ
た
の
か
、
重
忠
の
計
ら
い
に
せ
よ
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
重
忠
が
烏
帽
子
の
こ
と
を
問
う
と
、「
重
忠
が
烏
帽
子
親
と
し

て
元
服
さ
せ
よ
。
す
で
に
遠
慮
は
い
る
ま
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
源①

氏
の

印
の
左
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
ら
せ
、
名
も
忠
久
と
し
た
。
忠
の
字
は
重
忠
の

一
字
を
差
し
上
げ
た
。
ま
た
、
頼
朝
の
許
し
が
あ
っ
た
と
し
て
聟②

に
取
り
、

陸
奥
国
先
手
御
大
将
と
し
た
。
よ
っ
て
御
旗
、
十
文
字
の
家
紋
、
そ
の
ほ

か
兵
具
一
々
を
受
け
取
っ
た
。
直③

垂
の
綴
皮
を
頼
朝
み
ず
か
ら
が
解
い
た

お
約
束
を
今
に
お
い
て
知
る
人
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
現
在
ま
で
御
一
家
衆
、

御
内
衆
も
綴
皮
を
解
か
れ
て
い
る
。

c.

忠
久
は
、
す
ぐ
に
数
万
騎
を
率
い
て
奥
州
に
向
か
い
、
泰
衡
と
合
戦
し
、

三
ヶ
月
の
内
に
退
治
し
た
。
泰
衡
は
畠
山
と
組
ん
で
討
た
れ
た
。
泰
衡
の

弟
た
ち
も
あ
る
い
は
討
た
れ
、
あ
る
い
は
捕
虜
と
な
っ
た
。
泰
衡
の
首
級

を
持
っ
て
凱
旋
し
た
忠
久
は
、
頼
朝
に
面
会
し
た
。
忠
節
と
言
い
、
御
大

将
初
陣
の
佳
例
と
言
い
、
上
下
万
民
に
至
る
ま
で
祝
福
し
た
。
伯
父
義
経

の
敵
泰
衡
を
直
に
討
ち
、
そ
の
首
を
頼
朝
に
お
目
に
か
け
た
こ
と
、
天
下

無
双
の
名
将
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
重
忠
は
忠
久
を
世
に
出
す
仲
立
ち
を

し
、
東
国
に
馳
せ
下
っ
て
静
謐
に
し
た
の
で
、
恩
賞
が
あ
っ
た
。

d.

東
国
は
こ
の
よ
う
に
平
定
さ
れ
た
。
西
国
の
末
で
あ
る
日
向
・
大
隅
・
薩

摩
は
地
頭
・
御
家
人
の
強
い
国
で
、
か
つ
て
伯
父
鎮
西
八
郎
為
朝
が
「
鎮

守
府
将
軍
」
と
し
て
従
え
、
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
う
い

う
国
で
あ
る
の
で
、
忠
久
が
自
力
で
持
つ
べ
し
と
言
っ
て
頼
朝
が
譲
与
し

た
と
い
う
こ
と
だ
。
し
た
が
っ
て
御
領
の
国
は
七
ヶ
国
（
伊
勢
・
若
狭
・

信
濃
・
越
前
・
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
）
と
な
っ
た
。（
中
略
）
頼
朝
の
継
書

（
御
教
書
）
に
も
、「
三
カ
国
の
地
頭
・
御
家
人
は
忠
久
が
下
人
た
る
べ
し
、

た
だ
し
阿
多
忠
景
は
為
朝
の
舅
な
の
で
そ
こ
か
ら
は
除
か
れ
る
」
と
あ
る

と
承
っ
て
い
る
。
阿
多
忠
景
と
は
鮫
嶋
方
の
こ
と
で
あ
る
。

　

島
津
忠
久
が
文
治
五
年
奥
州
合
戦
に
総
大
将
と
し
て
出
陣
し
、
手
柄
を
立
て
、

そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
南
九
州
三
国
を
得
た
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。「
申
状
」

と
比
較
し
て
、
話
が
膨
ら
ん
で
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
ま
ず
両
者
の
共
通

点
を
確
認
し
よ
う
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
話
の
枕
の
部
分
で
前
九
年
合
戦
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

②
頼
朝
自
身
は
出
陣
せ
ず
、
一
三
歳
の
忠
久
が
奥
州
合
戦
に
お
け
る
鎌
倉
方
の
大

将
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

③
畠
山
重
忠
が
忠
久
の
烏
帽
子
親
を
つ
と
め
、
忠
久
を
聟
に
取
る
な
ど
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

④
忠
久
が
左
折
の
烏
帽
子
と
縫
目
の
一
部
を
解
い
た
直
衣
（
直
垂
）
を
身
に
着
け

た
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
相
違
点
は
以
下
で
あ
る
。

①
「
自
記
」
で
は
、
頼
家
・
実
朝
の
総
大
将
就
任
に
政
子
が
反
対
し
て
、
忠
久
が

抜
擢
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、「
申
状
」
に
そ
の
よ
う
な
話
は

な
い
。

②
直
衣
（
直
垂
）
の
縫
目
を
解
い
た
の
は
、「
申
状
」
で
は
畠
山
重
忠
（
史
料
一

傍
線
部
③
）、「
自
記
」
で
は
頼
朝
（
史
料
二
ｂ
傍
線
部
③
）
と
な
っ
て
い
る
（
（1
（

。

③
奥
州
合
戦
の
恩
賞
と
し
て
忠
久
が
得
た
の
は
、「
申
状
」
で
は
越
前
で
あ
り
（
た

だ
し
、
越
前
は
奥
州
合
戦
の
大
将
就
任
と
引
き
替
え
に
、
出
陣
前
に
与
え
ら
れ
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た
と
も
読
め
る
）、「
自
記
」
で
は
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
（
薩
隅
日
）
三
国
と

な
っ
て
い
る
。

④
「
自
記
」
に
は
源
為
朝
、
阿
多
忠
景
、
鮫
島
氏
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
（
史
料

二
d
）
が
、「
申
状
」
で
は
言
及
さ
れ
な
い
（
（1
（

。

「
自
記
」
の
方
が
よ
り
詳
細
で
あ
り
、
ま
た
細
部
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
は

大
筋
で
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
な
お
、
実
は
「
自
記
」
に

は
、
奥
州
合
戦
の
挿
話
の
前
に
、
藤
原
秀
衡
の
死
か
ら
平
泉
に
お
け
る
義
経
の
死
に

関
わ
る
話
が
置
か
れ
て
い
る
（「
申
状
」
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
）。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

次
章
以
降
で
検
討
し
た
い
。

❷
秀
衡
の
遺
言
を
め
ぐ
っ
て

こ
こ
で
は
、「
自
記
」
を
中
心
と
し
て
、
南
九
州
の
平
泉
伝
説
の
検
討
に
移
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
問
題
と
し
た
い
の

は
、「
自
記
」
の
平
泉
伝
説
が
、
ど
の
よ
う
な
素
材
を
用
い
て
、
ど
の
よ
う
に
で
き

あ
が
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
方
法
は
、
情
報
源
や
出
典
を
探
す
と
い
う
こ

と
に
な
る
（
（1
（

。
ま
ず
は
、
史
料
二
の
直
前
に
置
か
れ
た
秀
衡
の
死
か
ら
義
経
の
自
害
に

至
る
場
面
を
検
討
す
る
。
該
当
部
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
傍
線
は
、
後
に
検
討
す

る
幸
若
舞
「
和
泉
が
城
」、『
義
経
記
』
と
対
応
す
る
箇
所
に
施
し
て
い
る
）。

　【
史
料
三
】「
山
田
聖
栄
自
記
」
島
津
忠
久
記
（
県
図
書
本
）　

a.
（
前
略
）
其
頃
陸
奥
国
守
秀
衡
所
労
有
、
終
ラ
ン
ト
ス
、
子
共
を
近
付
申
様
、

入
道
終
な
ハ
鎌
倉
よ
り
判
官
殿
を
失
申
せ
と
の
御
教
書
可
下
、
相
構
而
承

引
不
可
申
、
其
謂
は
義
経
奉
用
に
ヲ
イ
テ
ハ
五
人
之
子
共
ニ
勢
を
副
、
関

之
守
居
候
へ
、
其
子
孫
ニ
存
る
心
可
有
、
此
趣
を
不
可
背
と
而
終
り
ぬ
、

b.

又
其
後
嫡
子
西
城
戸
太
郎
泰
衡
、
弟
泉
冠
者
を
始
と
し
て
皆
弟
共
よ
ひ
集

め
語
る
ハ
、
国
に
漏
へ
し
と
い
得
共
兄
弟
ニ
者
不
可
隠
申
、
判
官
殿
を
奉

失
、
是
を
以
忠
と
し
て
隣
国
な
れ
は
出
羽
、
常
陸
其
外
並
も
可
奉
給
と
申

処
ニ
泉
の
冠
者
是
を
聞
、
既
ニ
親
入
道
申
置
所
ニ
も
違
、
孝
ニ
も
有
へ
し

と
頻
ニ
教
訓
す
る
処
に
、
泰
衡
則
鎌
倉
よ
り
梶
原
か
以
前
に
下
ス
御
教
書

を
取
出
ス
、
泰
衡
申
様
、
此
事
泉
冠
者
判
官
江
告
申
、
一
所
ニ
成
ハ
真
ニ

難
儀
、
差
延
マ
シ
ト
テ
、
其
夜
押
寄
泉
冠
者
ヲ
討
ツ
、

c.

明
れ
は
判
官
の
御
所
に
寄
セ
申
、
俄
の
事
な
れ
と
も
屈
竟
之
兵
立
籠
、
而

義
経
之
仰
ニ
者
鎌
倉
よ
り
之
討
手
な
ら
ハ
打
出
、
最
期
の
合
戦
し
て
以
後

之
物
語
に
も
成
へ
け
れ
と
も
、
重
代
相
伝
之
郎
従
に
向
て
打
死
せ
ん
事
難

有
、
自
害
よ
り
外
儀
す
る
所
な
し
と
仰
有
、
既
於
子
孫
哉
、
然
ハ
其
甲
斐

有
ま
し
と
男
子
一
人
、
姫
君
共
に
則
乳
子
拾
郎
権
守
兼
房
が
奉
失
、
同
所

ニ
而
北
ノ
御
方
判
官
よ
り
前
に
と
て
自
害
有
り
、
義
経
其
後
御
自
害
有
り
、

兼
房
走
廻
り
御
所
に
火
を
掛
け
御
傍
江
参
腹
を
切
る
、

d.

其
時
に
な
れ
は
大
勢
取
入
、
火
を
懸
し
判
官
の
御
頭
を
取
鎌
倉
に
上
、
無

程
上
着
、
頼
朝
に
申
上
る
、
仍
諸
大
名
を
召
寄
、
御
実
見
あ
り
て
誠
九
郎

か
証
拠
候
哉
与
仰
ら
る
、
皆
々
其
面
影
御
座
候
と
申
さ
る
、
御
兄
弟
の
御

中
な
れ
ハ
名
将
と
は
申
な
か
ら
御
涙
も
浮
と
そ
外
よ
り
見
得
け
る
、
源
平

之
合
戦
之
時
ハ
義
経
之
御
手
と
し
て
下
知
に
随
の
事
共
思
出
シ
、
平
家
を

も
亡
シ
候
、
左
様
之
御
情
ニ
よ
り
諸
大
名
侍
ニ
至
迄
袖
を
そ
濡
さ
れ
け
る
、

e.

爰
判
官
之
御
内
、
何
茂
雖
無
勝
負
候
、
鱸
三
郎
正
氏
ハ
義
経
都
を
落
給
シ

時
後
レ
申
、
伊
勢
国
本
城
之
中
村
に
忍
居
る
を
、
工
藤
祐
経
を
以
て
鎌
倉

へ
召
下
、
可
被
誅
存
候
処
ニ
、
御
縁
に
被
召
仰
下
候
ハ
、
九
郎
ニ
中
違
而

留
た
る
か
、
又
頼
朝
を
ね
ら
へ
と
の
儀
か
と
御
尋
あ
り
、
其
儀
企
候
ハ
す
、

御
中
不
快
に
御
座
有
れ
は
、
都
の
内
を
も
忍
か
ね
、
何
方
へ
歟
落
人
と
御

成
候
由
承
候
而
熊
野
の
宮
に
親
者
之
所
に
妻
子
預
け
ん
為
に
罷
越
候
処
、

夜
の
間
に
御
行
末
不
知
候
、
夫
よ
り
四
拾
三
所
関
す
わ
り
て
更
ニ
不
及
力

罷
成
、
伊
勢
国
本
城
中
村
に
忍
而
罷
居
候
て
御
前
に
被
召
出
候
之
事
候
と

て
判
官
腰
越
ニ
而
の
申
状
読
開
く
、
然
ハ
頼
朝
よ
り
過
分
之
御
所
領
被
下
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与
云
共
、
主
君
の
名
残
を
募
［
慕
カ
］、
妻
子
所
領
を
も
す
て
、
陸
奥
に
下

着
し
て
、
明
る
日
判
官
御
着
長
御
鎧
、
火
お
と
し
同
毛
の
甲
、
金
鍬
形
打

た
る
緒
を
し
め
、
又
今
下
の
鱸
と
名
乗
、
分
取
お
も
ふ
等
シ
テ
打
死
ス
、

今
の
世
迄
語
伝
、
名
を
書
を
く
処
な
り
、

お
お
よ
そ
の
流
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
史
料
三
の
そ
れ

と
対
応
し
て
い
る
）。

a.
藤
原
秀
衡（「
陸
奥
国
守
秀
衡
」）が
死
の
床
で
息
子
達
に
、源
義
経（「
判
官
殿
」）

を
戴
い
て
鎌
倉
に
対
処
す
る
よ
う
遺
言
し
た
が
、
b.
嫡
子
泰
衡
（「
西
城
戸
太
郎
泰

衡
」）
が
そ
れ
を
破
り
、「
泉
冠
者
」（
忠
衡
）
を
討
ち
、
c.
義
経
妻
子
を
自
害
に
追

い
込
ん
だ
。
義
経
の
男
子
と
女
子
は
郎
党
「
拾
郎
権
守
兼
房
」
が
手
に
か
け
た
。
d.

泰
衡
に
よ
っ
て
鎌
倉
に
届
け
ら
れ
た
義
経
の
首
を
、
頼
朝
は
諸
大
名
に
実
検
を
さ
せ

た
。
面
々
は
義
経
に
間
違
い
な
い
と
言
い
、
源
平
合
戦
の
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
涙

を
ぬ
ぐ
っ
た
。
e.
義
経
従
者
の
「
鱸
（
鈴
木
）
三
郎
正
氏
」
は
伊
勢
国
か
ら
平
泉

へ
駆
け
つ
け
討
ち
死
に
し
た
。

　

藤
原
秀
衡
臨
終
の
場
面
（
史
料
三
a
）
は
重
要
な
の
で
、
あ
ら
た
め
て
大
意
を
示

す
（
傍
線
は
史
料
三
と
対
応
し
て
い
る
）。

そ
の
頃
、
陸
奥
国
守
の
藤
原
秀
衡
は
病
を
得
て
、
最
期
の
と
き
を
迎
え
て
い

た
。
秀
衡
は
、
子
供
た
ち
を
近
く
に
呼
ん
で
次
の
よ
う
に
遺
言
し
た
。「
私

入
道
が
死
ん
だ
な
ら
ば
、
鎌
倉
よ
り
判
官
殿
（
義
経
）
を
亡
き
者
に
す
る
よ

う
に
と
の
御
教
書
が
下
る
で
あ
ろ
う
。
決
し
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
は
な
ら

な
い
。
義
経
を
奉
っ
て
五
人
の
子
供
に
軍
勢
を
添
え
て
、
関
所
の
守
り
を
せ

よ
、
こ
の
趣
に
背
い
て
は
な
ら
な
い
」。
秀
衡
は
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、周
知
の
九
条
兼
実
『
玉
葉
』
の
次
の
記
事
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
四
】『
玉
葉
』
文
治
四
年
正
月
九
日
条
（
（1
（

（〈　

〉
内
は
割
書
。
以
下
同
）

或
人
云
、
去
年
九
十
月
之
比
、
義
顕
在
奥
州
、
秀
衡
隠
而
置
之
、
即
十
月
廿

九
日
秀
衡
死
去
之
刻
、
為
兄
弟
和
融
〈
兄
他
腹
之
嫡
男
也
、
弟
当
腹
太
郎

云
々
〉、
以
他
腹
嫡
男
令
娶
当
時
之
妻
云
々
、
各
不
可
有
異
心
之
由
、
令
書

祭
文
了
、
又
義
顕
同
令
書
祭
文
、
以
義
顕
為
主
君
、
両
人
可
給
仕
之
由
有
遺

言
、
仍
三
人
一
味
、
廻
可
襲
頼
朝
之
籌
策
云
々
、

秀
衡
臨
終
の
枕
頭
に
泰
衡
・
国
衡
と
義
経
（
義
顕
）
が
呼
ば
れ
、
兄
弟
和
合
の
た

め
、
側
室
か
ら
生
ま
れ
た
嫡
男
（
国
衡
）
に
秀
衡
の
現
在
の
妻
を
め
と
ら
せ
た
。
さ

ら
に
兄
弟
各
々
異
心
が
な
い
よ
う
に
起
請
文
を
書
か
せ
た
。
ま
た
義
経
も
起
請
文
を

書
い
た
。
義
経
を
主
君
と
し
て
、兄
弟
二
人
が
仕
え
る
よ
う
に
と
の
遺
言
が
あ
っ
た
。

よ
っ
て
三
人
が
一
味
同
心
し
、
頼
朝
を
襲
う
計
略
を
め
ぐ
ら
し
た
。
以
上
の
よ
う
な

内
容
で
あ
る
。「
自
記
」
と
は
、
秀
衡
臨
終
の
際
に
兄
弟
が
呼
ば
れ
た
こ
と
、
秀
衡

死
後
、
義
経
を
戴
く
よ
う
遺
言
が
あ
っ
た
こ
と
が
類
似
す
る
。

次
の
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
も
、
秀
衡
が
自
ら
の
死
後
、
義
経
を
大
将
軍
と
し
て
戴

く
よ
う
遺
言
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
点
が
似
て
い
る
（『
吾
妻
鏡
』
は
、『
玉
葉
』
を

参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）。

【
史
料
五
】『
吾
妻
鏡
（
（1
（

』
文
治
三
年
一
〇
月
二
九
日
条

今
日
、
秀
衡
入
道
於
陸
奥
国
平
泉
館
卒
去
、
日
来
重
病
依
少
恃
、
其
時
以
前
、

伊
予
守
義
顕
為
大
将
軍
可
令
国
務
之
由
、
令
遺
言
男
泰
衡
以
下
云
々
、

「
自
記
」
に
は
潤
色
が
あ
る
が
、『
玉
葉
』『
吾
妻
鏡
』
を
素
材
と
し
た
可
能
性
が

あ
る
。

「
自
記
」
の
続
き
を
見
よ
う
。
秀
衡
の
遺
言
を
泰
衡
が
違
え
、
弟
忠
衡
を
討
つ
と

い
う
場
面
（
史
料
三
b
）で
あ
る
。
こ
れ
も
大
意
を
示
す（
傍
線
は
史
料
三
と
対
応
）。

そ
の
後
、
嫡
子
泰
衡
は
、
弟
た
ち
を
呼
び
集
め
て
、「
陸
奥
国
に
漏
れ
て
し
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ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
弟
に
は
隠
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
判
官
殿
を
討
ち

た
て
ま
つ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
鎌
倉
殿
に
対
す
る
忠
節
と
し
て
、
隣
国
の
出

羽
・
常
陸
そ
の
ほ
か
も
賜
る
こ
と
に
し
よ
う
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た

忠
衡
は
、「
親
入
道
」（
秀
衡
）
の
遺
言
に
も
反
す
る
と
教
訓
す
る
と
、
泰
衡

は
鎌
倉
か
ら
「
梶
原
」（
景
時
）
が
以
前
に
下
し
て
い
た
御
教
書
を
取
り
出

し
た
。
泰
衡
は
、
こ
の
こ
と
を
忠
衡
が
義
経
に
告
げ
、
一
緒
に
な
っ
た
ら
大

変
で
あ
る
と
い
っ
て
、
そ
の
夜
、
忠
衡
を
討
っ
た
。

泰
衡
が
忠
衡
を
討
っ
た
話
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
も
見
え
る
。

【
史
料
六
】『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
六
月
二
六
日
条

奥
州
有
兵
革
、
泰
衡
誅
弟
泉
三
郎
忠
衡
〈
年
廿
三
〉、
是
忠
衡
同
意
与
州
之

間
、
依
有　

宣
下
旨
也
云
々
、

　
『
吾
妻
鏡
』で
も
忠
衡
は
義
経
の
与
同
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
吾

妻
鏡
』で
は
、
義
経
よ
り
後
に
討
た
れ
る
と
こ
ろ
が
「
自
記
」と
は
異
な
っ
て
い
る
。

「
宣
下
旨
」
に
基
づ
い
て
討
た
れ
た
と
い
う
点
も
「
自
記
」
と
は
異
な
る
。

　

以
上
は
、
日
記
・
編
纂
物
と
「
自
記
」
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
文

学
作
品
（
口
承
文
芸
）
と
の
関
係
を
探
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
は
、
幸
若
舞
で
あ
る
。
幸
若
舞
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て

隆
盛
し
た
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
。
室
町
中
期
以
前
に
流
行
し
て
い
た
曲
舞
の
流
れ

を
く
む
。
幸
若
舞
の
演
者
で
あ
る
幸
若
大
夫
と
い
う
こ
と
ば
の
史
料
上
の
初
見
は

嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
で
あ
り
、「
自
記
」
に
幸
若
舞
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
す

で
に
指
摘
が
あ
る
（
（2
（

。
し
か
し
、
忠
久
出
自
伝
説
を
幸
若
舞
と
の
関
係
で
具
体
的
に

検
討
し
た
先
行
研
究
は
な
い
。

　

ま
ず
と
り
あ
げ
る
の
は
「
和
泉
が
城
（
（2
（

」
と
い
う
作
品
に
見
え
る
秀
衡
の
死
去
と

そ
の
後
日
譚
で
あ
る
。
長
く
な
る
の
で
原
文
の
引
用
は
差
し
控
え
、
大
意
を
示
す

（
史
料
三
と
対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
を
施
し
た
）。

臨
終
間
近
の
秀
衡
は
、
子
息
五
人
を
枕
元
に
集
め
、
遺
言
し
た
。
そ
の
際
、

証
人
と
し
て
義
経
も
招
か
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
惣
領
を
伊
達
次
郎
安
平
（
泰

衡
）
と
す
る
こ
と
、子
息
へ
の
遺
領
の
配
分
、義
経
に
出
羽
国
を
与
え
る
こ
と
、

秀
衡
没
後
、
鎌
倉
か
ら
義
経
を
討
つ
よ
う
命
令
（「
た
ば
か
り
御
判
」）
が
来

る
が
、
そ
れ
に
応
じ
た
ら
秀
衡
の
子
孫
は
絶
え
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
子

息
ら
が
義
経
に
対
し
二
心
は
な
い
と
い
う
と
、
秀
衡
は
彼
ら
に
起
請
文
を
書

く
よ
う
求
め
た
。
子
息
ら
は
そ
れ
に
応
じ
、
最
後
は
起
請
文
を
焼
い
た
灰
を

水
に
混
じ
て
呑
ん
だ
。
秀
衡
は
、
こ
れ
を
見
て
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
な
ら

ば
、
鎌
倉
よ
り
義
経
を
討
つ
よ
う
に
と
の
御
判
が
下
る
。
一
度
目
の
使
者
に

返
事
は
す
る
な
、
二
度
目
の
使
者
は
切
れ
、
三
度
目
に
な
れ
ば
鎌
倉
が
攻
め

て
く
る
。
そ
の
時
は
、
伊
達
の
大
木
戸
を
切
り
ふ
さ
ぎ
、
か
め
は
り
坂
に
関

を
設
け
、
五
人
の
子
息
を
大
将
に
し
、
弁
慶
を
軍
奉
行
と
し
て
防
戦
せ
よ
。

五
年
・
一
〇
年
持
ち
こ
た
え
れ
ば
、
講
和
と
な
り
、
兄
弟
の
仲
も
修
復
す
る

で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
子
息
は
忠
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
言
っ
て

こ
の
世
を
去
っ
た
。
文
治
四
年
一
二
月
二
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
享
年

九
八
）。
最
も
嘆
い
た
の
は
義
経
だ
っ
た
。

秀
衡
が
亡
く
な
っ
て
百
日
も
立
た
な
い
う
ち
に
、
鎌
倉
殿
よ
り
義
経
を
討

つ
よ
う
に
と
言
う
御
判
が
泰
衡
の
館
に
来
た
。
泰
衡
の
館
で
兄
弟
が
開
い
て

み
る
と
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。「
な
ぜ
義
経
と
一
味
し
て
、
頼
朝
に
敵
対
す
る

の
か
。
早
く
義
経
の
首
を
切
り
、
鎌
倉
へ
差
し
出
せ
。
そ
う
す
れ
ば
恩
賞
と

し
て
、
上
野
・
下
野
・
甲
斐
・
信
濃
・
武
蔵
の
五
カ
国
を
宛
て
行
う
。
受
領

も
望
み
通
り
と
す
る
。
文
治
五
年
三
月
一
日　

源
頼
朝
判
」　

兄
弟
は
、
義
経

を
討
ち
、
五
カ
国
を
拝
領
し
よ
う
と
意
気
投
合
し
た
が
、
三
男
の
忠
衡
（「
和

泉
三
郎
」）
だ
け
は
反
対
し
、
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
。（
そ
の
後
、
忠
衡
は

泰
衡
に
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
る
。）
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秀
衡
臨
終
の
枕
元
に
兄
弟
が
呼
ば
れ
た
こ
と
は
、「
自
記
」
と
共
通
す
る
（
も
ち

ろ
ん
『
玉
葉
』『
吾
妻
鏡
』
と
も
）。
一
方
、
秀
衡
が
自
分
が
死
ん
だ
ら
鎌
倉
か
ら
義

経
を
討
て
と
の
命
令
が
来
る
言
っ
た
こ
と
、
関
を
固
め
る
（
伊
達
の
大
木
戸
を
切
り

塞
ぎ
、
か
め
は
り
坂
に
関
を
設
け
る
）
よ
う
命
じ
て
い
る
こ
と
、
鎌
倉
か
ら
義
経
を

討
て
ば
、
恩
賞
を
与
え
る
と
い
う
文
書
が
来
た
（
来
て
い
た
）
こ
と
（
た
だ
し
、「
自

記
」
と
国
名
は
異
な
る
。
ま
た
、
文
書
の
差
出
も
異
な
る
）、
義
経
が
討
た
れ
る
前

に
忠
衡
が
討
た
れ
た
こ
と
は
、「
自
記
」
と
共
通
し
、『
玉
葉
』
や
『
吾
妻
鏡
』
と
は

異
な
る
。「
自
記
」
の
直
接
の
情
報
源
と
し
て
は
、『
玉
葉
』『
吾
妻
鏡
』
よ
り
、
幸

若
舞
「
和
泉
が
城
」
の
方
が
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
見
る
の
は
、
源
義
経
の
生
涯
を
描
い
た
伝
奇
物
語
『
義
経
記
（
（2
（

』
で
あ
る
。
室

町
時
代
の
成
立
で
、
琵
琶
法
師
が
語
り
物
と
し
て
語
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
秀
衡
死
去
の
場
面
を
示
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
長
文
に
な
る
の
で
、
大
意
を
と
る

（
史
料
三
と
対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
を
施
し
た
）。 

a.
「
秀
衡
死
去
の
事
」

　

文
治
五
年
一
二
月
一
〇
日
、
死
の
床
に
つ
く
藤
原
秀
衡
が
、
妻
子
・
重
臣
を

枕
元
に
呼
び
、
遺
言
を
残
す
。「
私
が
死
ん
だ
ら
、
鎌
倉
殿
か
ら
宣
旨
や
院

宣
を
以
て
義
経
を
討
ち
取
れ
と
の
命
令
が
く
る
に
違
い
な
い
。
恩
賞
と
し
て

は
出
羽
・
陸
奥
・
常
陸
を
与
え
る
と
言
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
を
聞
き
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。
秀
衡
に
と
っ
て
も
陸
奥
・
出
羽
が
過
分

で
あ
る
の
に
、
秀
衡
に
勝
る
（
そ
れ
以
上
の
領
地
を
必
要
と
す
る
）
子
が
い

よ
う
か
。
鎌
倉
か
ら
の
命
令
は
拒
否
し
、
使
者
は
斬
首
せ
よ
。
二
度
三
度
と

首
を
切
れ
ば
も
う
寄
越
す
ま
い
。
も
う
一
度
寄
越
す
と
言
う
と
き
は
一
大
事

で
あ
る
か
ら
、
念
珠
の
関
と
白
河
の
関
を
閉
じ
て
守
り
抜
く
よ
う
に
。
こ
の

遺
言
さ
え
守
れ
ば
、
将
来
は
安
泰
で
あ
る
。
秀
衡
は
翌
十
二
月
二
十
一
日
亡

く
な
っ
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
義
経
は
駆
け
つ
け
、
悲
嘆
に
暮
れ
た
。

b.
「
秀
衡
が
子
供
判
官
殿
に
謀
反
の
事
」

　

翌
年
二
月
、
家
臣
の
讒
言
に
乗
せ
ら
れ
て
泰
衡
は
、
弟
忠
衡
を
討
っ
た
。

　

次
の
点
が
「
自
記
」
に
近
似
し
て
い
る
。
①
秀
衡
が
、
鎌
倉
か
ら
義
経
を
討
て
ば

恩
賞
を
与
え
る
と
い
う
文
書
が
来
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
（
恩
賞
と
し
て
の
出
羽
・

常
陸
が
一
致
）。
②
関
所
の
守
護
を
秀
衡
が
命
じ
て
い
る
こ
と
（
た
だ
し
、「
自
記
」

に
は
鼠
ヶ
関
・
白
河
関
と
い
う
固
有
名
詞
は
出
な
い
）。
③
忠
衡
が
討
た
れ
る
の
が
、

義
経
の
自
害
前
で
あ
る
こ
と
。

こ
う
し
て
見
る
と
、「
自
記
」
の
秀
衡
臨
終
の
場
面
、
お
よ
び
泰
衡
に
よ
る
秀
衡

遺
言
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
幸
若
舞
「
和
泉
が
城
」、『
義
経
記
』
と
の
類
似
点

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

❸
義
経
の
最
期
を
め
ぐ
っ
て

　

こ
こ
で
は
、源
義
経
が
最
期
を
遂
げ
る
場
面
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
は
、「
自

記
」
の
大
意
を
と
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
史
料
三
と
対
応
し
て
い
る
。
傍
線
部

は
『
義
経
記
』、
二
重
傍
線
部
は
『
義
経
記
』・
幸
若
舞
（
曲
名
は
後
述
）
双
方
と

類
似
す
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
波
線
部
は
『
義
経
記
』・
幸
若
舞
と
相
違
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
。

c.

夜
が
明
け
る
と
（
泰
衡
は
）
義
経
の
御
所
に
押
し
寄
せ
た
。
突
然
の
こ
と

だ
っ
た
が
屈
強
の
兵
が
立
て
こ
も
っ
た
。
し
か
し
、
義
経
は
、
鎌
倉
か
ら
の

討
手
で
あ
れ
ば
最
期
の
合
戦
を
し
て
後
の
物
語
に
も
な
る
が
、
代
々
の
郎
従

に
向
か
っ
て
戦
い
討
ち
死
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
自
害
す
る
ほ
か
は

な
い
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
男
子
一
人
と
姫
君
を
権
守
兼
房
が
手
に
か
け
た
。

北
の
方
も
義
経
よ
り
前
に
と
言
っ
て
自
害
し
た
。
義
経
も
そ
の
後
自
害
し
、

兼
房
は
走
り
回
っ
て
御
所
に
火
を
か
け
、
義
経
の
傍
ら
に
参
っ
て
切
腹
し
た
。
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d.

す
る
と
大
勢
の
泰
衡
勢
が
館
の
中
に
入
り
、
義
経
の
首
級
を
鎌
倉
へ
運
び
、

程
な
く
到
着
し
た
。
頼
朝
は
諸
大
名
を
召
し
集
め
、
本
当
に
義
経
の
首
級
か

ど
う
か
確
か
め
る
よ
う
命
じ
た
。
み
な
義
経
の
面
影
が
あ
る
と
申
し
た
。
頼

朝
も
義
経
と
は
兄
弟
の
仲
な
の
で
、
そ
の
目
に
涙
が
浮
か
ん
だ
よ
う
に
見
え

た
。
諸
大
名
は
、
源
平
合
戦
で
義
経
に
属
し
て
下
知
に
従
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
袖
で
涙
を
ぬ
ぐ
っ
た
。

e. 

鈴
木
三
郎
正
氏
は
、
義
経
が
都
落
ち
し
た
と
き
に
は
ぐ
れ
て
、
伊
勢
国
本

城
の
中
村
と
い
う
と
こ
ろ
で
世
を
忍
ん
で
い
た
が
、
工
藤
祐
経
に
よ
っ
て
鎌
倉

に
召
し
出
さ
れ
、
誅
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
頼
朝
に
召
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
質
問
を
受
け
た
。「
義
経
と
仲
違
い
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
頼
朝
を
狙
う
よ

う
言
わ
れ
た
の
か
」。
鈴
木
三
郎
は
、「
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
義
経
様
が
あ

な
た
と
不
仲
に
な
り
、
都
に
も
い
ら
れ
な
く
な
り
、
ど
こ
か
へ
落
ち
延
び
よ
う

と
さ
れ
た
と
う
か
が
い
、
熊
野
の
親
の
所
に
妻
子
を
預
け
る
た
め
向
か
っ
た
と

こ
ろ
、
義
経
様
の
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
関
所
が
四
三
カ
所
も
あ

り
、
探
そ
う
に
も
力
が
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
し
か
た
な
く
伊
勢
国
本

城
中
村
に
忍
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
鎌
倉
殿
の
御
前
に
召
し
出
さ
れ
ま
し
た
」

と
言
っ
て
義
経
の
腰
越
状
を
読
ん
だ
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
頼
朝
か
ら
所
領
を
与

え
る
と
言
わ
れ
た
が
、
鈴
木
三
郎
は
義
経
を
慕
い
、
妻
子
も
所
領
も
捨
て
、
陸

奥
に
下
り
、
義
経
所
用
の
鎧
を
着
て
、
思
う
存
分
に
働
い
て
討
ち
死
に
し
た
。

現
在
ま
で
語
り
伝
え
、
名
を
銘
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
周
知
の
史
料
で
あ
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
を
見
て
み
よ
う
。

【
史
料
七
】『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
閏
四
月
三
〇
日
条

今
日
於
陸
奥
国
、
泰
衡
襲
源
予
州
、
是
且
任 

勅
定
、
且
依
二
品
仰
也
、

与（
予
）州
在
民
部
少
輔
基
成
朝
臣
衣
河
館
、
泰
衡
従
兵
数
百
騎
、
馳
至
其
所
合

戦
。
与（
予
）州

家
人
等
雖
相
防
、
悉
以
敗
績
、
予
州
入
持
仏
堂
、
先
害
妻
〈
廿

二
歳
〉、
子
〈
女
子
四
歳
〉、
次
自
殺
云
々
、

非
常
に
簡
潔
で
あ
り
、
逆
に
「
自
記
」
の
記
載
が
い
か
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
が
、
う
か
が
わ
れ
る
。「
自
記
」
と
の
違
い
は
、
ま
ず
義
経
の
郎
党
で
あ

る
権
守
兼
房
、
鈴
木
三
郎
が
現
れ
な
い
（
（2
（

。
ま
た
、
義
経
に
妻
と
息
女
が
い
て
命
を
墜

と
す
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
が
、「
自
記
」
で
は
妻
は
自
害
、
息
女
は
兼
房
が
手
に
か
け

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、『
吾
妻
鏡
』
で
は
義
経
自
ら
が
命
を
奪
っ
て
い
る
点
が
異
な

る
。
た
だ
し
、『
吾
妻
鏡
』「
自
記
」
と
も
義
経
最
期
の
場
面
に
弁
慶
は
い
な
い
（
（2
（

。

つ
づ
い
て
幸
若
舞
で
義
経
の
最
期
を
扱
う
「
高
館
」
と
「
含
状
」
で
あ
る
。
こ
れ

も
引
用
す
る
に
は
長
大
す
ぎ
る
の
で
、該
当
す
る
箇
所
の
あ
ら
す
じ
を
示
す（「
自
記
」

と
近
似
す
る
部
分
に
傍
線
を
、
相
違
す
る
部
分
に
波
線
を
施
し
た
）。

幸
若
舞
「
高
館
（
（2
（

」

平
泉
勢
に
襲
撃
さ
れ
る
前
夜
の
義
経
主
従
の
酒
宴
に
、
鈴
木
三
郎
重
家
が

は
る
ば
る
紀
伊
国
か
ら
駆
け
つ
け
、
弟
亀
井
六
郎
と
再
会
を
果
た
す
。
義
経

は
重
家
に
佐
藤
忠
信
・
継
信
兄
弟
ゆ
か
り
の
甲
冑
を
与
え
る
。
翌
文
治
五
年

閏
四
月
二
十
八
日
、
源
頼
朝
の
御
教
書
を
帯
し
た
長
崎
を
は
じ
め
照
井
高
直

ら
、
平
泉
勢
が
高
舘
に
押
し
よ
せ
る
。
鈴
木
（
三
郎
）
兄
弟
が
奮
戦
の
末
、

自
害
し
、
弁
慶
も
立
ち
往
生
を
と
げ
る
。

幸
若
舞
「
含
状
（
（2
（

」

　

高
館
の
御
所
を
攻
め
ら
れ
て
、
義
経
は
自
害
し
た
。
兼
房
も
義
経
の
若
君

（
四
歳
）
と
妻
（
御
前
）
を
手
に
か
け
、
義
経
の
最
期
を
見
届
け
て
、
館
に

火
を
か
け
て
自
害
し
た
。

「
自
記
」
と
類
似
す
る
の
は
、
鈴
木
三
郎
が
義
経
の
許
に
駆
け
つ
け
た
こ
と
、
鈴

木
三
郎
の
鎧
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
（「
高
館
」）、
兼
房
が
義
経
の
子
息
を
手

に
か
け
る
こ
と
、
館
に
火
を
か
け
、自
害
す
る
こ
と
（「
含
状
」）
で
あ
る
。
一
方
、「
自

記
」
と
異
な
る
の
は
、
鈴
木
三
郎
が
紀
伊
か
ら
駆
け
つ
け
た
こ
と
、
亀
井
六
郎
が
現
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れ
る
こ
と
（「
高
館
」）、
義
経
に
女
子
が
い
な
い
こ
と
、
義
経
妻
も
兼
房
が
殺
害
す

る
こ
と
（「
含
状
」）
で
あ
る
が
、
大
筋
は
似
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
自
記
」
と
『
義
経
記
』
も
比
較
し
よ
う
。『
義
経
記
』
の
該
当
部
分
の
あ
ら
す
じ

を
示
す（「
自
記
」と
近
似
す
る
部
分
に
傍
線
を
、相
違
す
る
部
分
に
波
線
を
施
し
た
）。

『
義
経
記
』

①
巻
第
八
「
鈴
木
三
郎
重
家
、
高
館
へ
参
る
事
」

頼
朝
か
ら
所
領
を
与
え
ら
れ
て
い
た
鈴
木
三
郎
重
家
が
義
経
の
前
に
召
さ
れ

た
。
義
経
は
感
激
し
た
。
重
家
が
下
人
に
鎧
を
与
え
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
の
で
、

馬
に
そ
え
て
鎧
を
与
え
た
。

②
同
「
衣
河
合
戦
の
事
」

　

秀
衡
の
家
の
子
で
あ
る
長
崎
太
郎
大
夫
介
を
総
大
将
と
し
て
軍
勢
が
高
館
を
襲

撃
し
た
。
義
経
は
、
泰
衡
・
国
衡
が
攻
め
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
戦
う
が
、
郎
等

と
戦
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
、
自
害
し
よ
う
と
言
っ
た
。
鈴
木
兄
弟
が
奮
戦
の

結
果
自
害
、
弁
慶
も
立
往
生
を
と
げ
た
。

③
同
「
判
官
御
自
害
の
事
」

　
（
義
経
妻
の
乳
父
）
兼
房
が
義
経
の
も
と
に
駆
け
つ
け
る
。
義
経
は
割
腹
し
て
、

北
の
方
に
は
逃
亡
を
勧
め
る
が
、
北
の
方
は
拒
否
す
る
。
義
経
は
兼
房
に
自
害

の
補
助
を
申
し
つ
け
る
。
兼
房
が
躊
躇
し
た
が
、
北
の
方
に
促
さ
れ
、
そ
れ
を

切
っ
た
。
さ
ら
に
兼
房
は
義
経
の
若
君
と
姫
君
を
手
に
か
け
た
。

④
同
「
兼
房
が
最
期
の
事
」

　

兼
房
が
義
経
の
命
令
通
り
屋
敷
に
火
を
か
け
た
。
そ
の
後
、
兼
房
は
総
大
将
の

長
崎
太
郎
に
手
負
い
を
負
わ
せ
、
同
次
郎
を
道
連
れ
に
火
炎
の
中
に
飛
び
込
ん

だ
。

　

鈴
木
三
郎
が
現
れ
る
こ
と
、
同
人
に
義
経
が
鎧
を
与
え
る
こ
と
、
義
経
が
郎
等

と
戦
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
言
う
と
こ
ろ
、
兼
房
が
義
経
の
子
息
・
息
女
を
殺

す
こ
と
、
兼
房
が
火
を
か
け
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が
「
自
記
」
と
共
通
す
る
。
異
な

る
の
は
、
鈴
木
三
郎
の
実
名
（「
自
記
」
で
は
、「
正
氏
」、
史
料
三
ｅ
傍
線
部
）、

兼
房
が
義
経
妻
を
斬
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。『
義
経
記
』
と
「
自
記
」
も
親
近
性
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
か
ら
「
自
記
」
と
幸
若
舞
・『
義
経
記
』
と
で
は
、
登
場
人
物
が
共
通
し
、

彼
ら
が
類
似
す
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
架
空
の
人
物
で
あ

る
鈴
木
三
郎
と
兼
房
の
存
在
感
が
際
立
っ
て
い
る
。
細
部
に
お
い
て
異
な
る
点
は
あ

る
が
（
（2
（

、
全
般
的
に
は
「
自
記
」
と
幸
若
舞
・『
義
経
記
』
の
類
似
性
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

問
題
と
な
る
の
は
、「
自
記
」
に
お
け
る
義
経
に
関
す
る
記
述
の
位
置
づ
け
で
あ

ろ
う
。
何
故
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
奥

州
合
戦
の
前
段
階
と
し
て
、
義
経
が
平
泉
に
潜
行
し
、
泰
衡
に
討
た
れ
た
と
い
う
史

実
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
自
記
」
県

図
書
本
・
島
津
忠
久
記
に
、
奥
州
合
戦
後
に
凱
旋
し
た
忠
久
に
つ
い
て
「
伯
父
義
経

之
敵
、
泰
衡
を
直
に
討
、
其
頭
を
頼
朝
懸
御
目
ら
る
ゝ
事
、
無
双
名
将
に
不
可
有
候

哉
」（
史
料
二
ｃ
傍
線
部
）
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
藤
原
泰
衡
を
源
氏
の
敵
と
描
き

出
し
、
忠
久
が
そ
れ
を
討
っ
た
こ
と
で
彼
が
源
氏
の
血
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
強
調

す
る
と
い
う
意
図
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
義
経
の
最
期
に

つ
い
て
も
記
し
て
お
く
必
要
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
（2
（

。

❹
奥
州
合
戦
を
め
ぐ
っ
て

次
に
「
申
状
」
と
「
自
記
」
の
奥
州
合
戦
の
場
面
の
題
材
を
探
っ
て
み
た
い
。
し

か
し
、
奥
州
合
戦
自
体
、『
義
経
記
』
で
も
ご
く
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、

幸
若
舞
で
は
題
材
と
な
っ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
い
ず
れ
に
も
島
津
忠
久
は
登
場
し

な
い
。
奥
州
合
戦
で
忠
久
が
「
大
将
」
で
あ
っ
た
と
い
う
話
は
、
島
津
氏
独
自
の

「
物
語
」
だ
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
挿
話
に
は
先
行
す
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る
文
芸
作
品
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

「
申
状
」
で
も
「
自
記
」
で
も
、
畠
山
重
忠
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
登
場
す
る
（
（2
（

。

『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
七
月
一
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
奥
羽
に
向
か
う
大
手
・
東
海
道
・

北
陸
道
の
三
軍
の
う
ち
、
大
手
軍
は
頼
朝
が
親
率
し
、
重
忠
は
そ
の
「
先
陣
」
を
仰

せ
つ
け
ら
れ
た
と
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
の
奥
州
合
戦
記
事
は
畠
山
重
忠
の
美
談
で
彩

ら
れ
、
彼
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
方
針
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
（3
（

。
重
忠

が
「
申
状
」
で
奥
州
「
追
罰
」
の
「
大
将
」、「
自
記
」
で
重
忠
が
「
先
陣
」
と
記
さ

れ
た
第
一
の
理
由
で
あ
ろ
う
（
第
二
の
理
由
は
後
述
）。

「
申
状
」
で
は
、
重
忠
が
用
い
た
白
旗
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
。
再
掲

す
れ
ば
、「
昔
貞
任
、
宗
任
追
罰
之
時
、
源
平
両
家
大
将
に
て
候
、
重
忠
か
先
祖
義

家
之
御
供
仕
候
、
い
つ
れ
も
同
白
幡
に
て
候
間
、
我
等
か
先
祖
く
ろ
か
ハ
一
文
一
た

け
に
切
て
付
て
候
」（
史
料
一
傍
線
部
①
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
類
似
し
た
話
が
、『
平
家
物
語
』
に
あ
る
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）、
伊

豆
で
挙
兵
し
た
頼
朝
に
対
し
て
当
初
は
敵
対
し
た
重
忠
が
帰
服
し
た
際
に
、
重
忠
と

頼
朝
と
の
間
で
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
ず
重
忠
が
次
の
よ
う

に
語
る
。「
後
三
年
合
戦
に
際
し
四
代
の
祖
父
・
秩
父
十
郎
武
綱
が
白
旗
を
さ
し
て

先
陣
を
駆
け
て
清
原
武
衡
・
家
衡
の
追
討
に
功
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
悪
源
太
義
平
が

源
義
賢
を
討
っ
た
大
蔵
合
戦
で
も
父
・
重
能
が
白
旗
を
さ
し
て
武
功
を
あ
げ
た
。
さ

れ
ば
源
氏
に
と
っ
て
縁
起
の
よ
い
旗
で
あ
る
と
し
て
吉
例
と
名
付
け
て
代
々
相
伝
し

て
き
た
」。
そ
れ
に
対
し
頼
朝
が
「
日
本
国
を
討
ち
平
ら
げ
る
と
き
に
は
先
陣
を
つ

と
め
よ
。
た
だ
し
白
旗
は
自
分
が
掲
げ
る
旗
と
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
こ
れ
を
付
け

よ
」
と
言
っ
て
、「
藍
革
一
文
」
を
賜
与
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
藍
革
一
文
旗
成
立
由

来
譚
」
で
あ
る
（
（3
（

。
場
面
こ
そ
違
え
、
ま
た
、
関
わ
っ
た
合
戦
が
異
な
る
が
、「
申
状
」

が
こ
の
話
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

も
う
一
点
は
、「
申
状
」「
自
記
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
、
忠
久
が
着
し
た
烏
帽

子
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

「
自
記
」
で
は
、
忠
久
が
奥
州
に
侵
攻
す
る
直
前
に
畠
山
重
忠
を
烏
帽
子
親
と
し

て
元
服
し
た
際
、「
源
氏
恒
例
」
と
し
て
「
左
折
之
御
烏
帽
子
」
を
被
っ
た
と
あ
る
（
史

料
二
ｂ
傍
線
部
①
）。「
申
状
」
で
は
、
源
氏
の
表
象
と
い
う
記
述
は
な
い
も
の
の
、

や
は
り
右
総
の
烏
帽
子
（
左
折
烏
帽
子
（
（3
（

）
を
着
し
た
と
あ
る
（
史
料
一
傍
線
部
④
）。

こ
れ
に
関
係
す
る
の
は
、
幸
若
舞
の
「
烏
帽
子
折
」
と
い
う
曲
で
あ
る
。
概
略
次

の
よ
う
な
話
と
な
る
。

金
売
吉
次
に
連
れ
ら
れ
て
京
都
か
ら
奥
州
に
下
る
牛
若
（
義
経
）
が
、
尾
張

国
鏡
宿
で
元
服
す
る
と
き
に
、
烏
帽
子
を
烏
帽
子
折
（
烏
帽
子
を
作
る
職
人
の

こ
と
）
か
ら
調
達
し
た
。
牛
若
が
左
折
の
烏
帽
子
を
所
望
す
る
と
、
烏
帽
子
折

は
、
左
折
を
用
い
る
の
は
源
氏
の
子
孫
（
義
朝
の
子
息
た
ち
）
で
あ
り
、
吉
次

に
連
れ
ら
れ
た
若
造
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
立
腹
す
る
。
そ
れ
で
も
牛
若
を

た
だ
な
ら
ぬ
人
と
見
抜
き
、
左
折
の
烏
帽
子
を
作
る
。

　

こ
の
よ
う
な
話
を
参
考
に
し
て
、「
申
状
」
や
「
自
記
」
は
、「
忠
久
＝
頼
朝
落

胤
＝
本
来
は
源
氏
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
な
お
、

江
戸
時
代
の
薩
摩
藩
で
は
、
左
折
烏
帽
子
を
「
島
津
折
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
（
（3
（

。

❺
小
括

「
申
状
」「
自
記
」
に
見
え
る
、
島
津
忠
久
が
奥
州
合
戦
に
お
け
る
鎌
倉
軍
の
総
大

将
で
あ
っ
た
と
い
う
話
は
、
島
津
氏
が
独
自
に
作
り
出
し
た
、
し
か
も
忠
久
の
頼
朝

落
胤
説
と
密
接
に
関
わ
る
伝
説
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
特
に
「
自
記
」

の
秀
衡
最
期
か
ら
義
経
の
自
害
に
至
る
場
面
は
、『
義
経
記
』・
幸
若
舞
と
の
類
似
点

が
多
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
語
り
物
（
口
承
文
芸
）
な
の

で
、
今
日
伝
え
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
と
当
時
語
ら
れ
て
い
た
も
の
が
全
く
同
じ
で

あ
っ
た
と
い
う
保
証
は
な
い
。
た
と
え
ば
義
経
の
左
折
烏
帽
子
に
つ
い
て
は
、『
源

平
盛
衰
記
』、
謡
曲
の
判
官
物
に
も
同
種
の
話
が
あ
り
（
（3
（

、
そ
ち
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
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可
能
性
も
排
除
し
き
れ
な
い
。と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
「
自
記
」の
平
泉
伝
説
（
殊

に
秀
衡
と
義
経
の
最
期
の
場
面
）
は
、
原
『
義
経
記
』、
原
幸
若
舞
等
の
口
承
文
芸

を
取
り
込
ん
で
成
り
立
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
（
（3
（

。「
自
記
」
に
は
、

元
来
、東
北
地
方
に
素
材
が
あ
っ
た
平
泉
伝
説
が
、各
地
を
遍
歴
す
る
芸
能
者
に
よ
っ

て
語
ら
れ
、
つ
い
に
南
九
州
に
至
っ
た
姿
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
第
一
章
（
二
）
で
述
べ
た
よ
う
に
「
自

記
」
山
田
家
本
は
、
聖
栄
自
筆
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
島
津
忠
久
記
が
欠
落
し

て
お
り
、
我
々
が
島
津
忠
久
記
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
そ
れ
以
外
の
写
本
に
お

い
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
島
津
忠
久
記
が
本
来
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て

お
り
、
聖
栄
自
筆
本
か
ら
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

変
化
し
な
か
っ
た
の
か
が
不
分
明
な
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
を
ど
う
考
え
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、「
申
状
」
が
永
享
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
動
か
な
い
か
ら
、
室
町

時
代
の
島
津
氏
と
そ
の
周
辺
に
、
忠
久
頼
朝
落
胤
説
、
島
津
氏
源
姓
説
が
あ
っ
た
こ

と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
忠
久
が
奥
州
合
戦
の
鎌
倉
方
大
将
で
あ
っ
た
と
い
う

話
が
存
在
し
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。「
自
記
」
聖
栄
自
筆
本
に
も
そ
れ
ら
が
あ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
傍
証
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
山
田
家
本
の
次

の
部
分
で
あ
る
。

【
史
料
八
】「
山
田
聖
栄
自
記
」
氏
久
代
（
山
田
家
本
）

一
、
頼
朝
ノ
御
孝
書
に
も
三
ヶ
国
之
地
頭
御
家
人
ハ
忠
久
か
下
人
タ
ル
へ
し
、

此
内
鮫
嶋
ヲ
ハ
除
ラ
ル
へ
し
、
如
此
之
謂
ハ
伯
父
鎮
西
八
郎
為
朝
、
九
州
之

将
軍
ヲ
聟
ニ
取
以
左
様
之
式
台
ニ
ヨ
テ
也
、
阿
多
平
四
郎
忠
景
此
仁
也
、

県
図
書
本
・
氏
久
代
に
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
県
図
書
本
・
島
津
忠
久
記

に
も
や
は
り
ほ
ぼ
同
文
が
あ
り
、
忠
久
が
奥
州
合
戦
の
勲
功
に
よ
り
薩
隅
日
三
国
を

得
た
こ
と
の
補
足
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
（
史
料
二
ｄ
）。
こ
の
例
か
ら
、
聖
栄
自

筆
本
に
も
島
津
忠
久
記
が
あ
り
、
県
図
書
本
に
近
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
と
推
断

さ
れ
る
。
室
町
時
代
の
南
九
州
に
平
泉
伝
説
は
確
か
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

と
は
い
え
、『
義
経
記
』
や
幸
若
舞
に
取
材
し
た
秀
衡
の
遺
言
お
よ
び
義
経
最
期

の
場
面
が
、
当
初
か
ら
あ
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
聖
栄
自
筆
本
が
書
か

れ
た
文
明
年
間
か
ら
県
図
書
本
の
原
本
（「
自
記
」
の
第
一
次
写
本
）
が
記
さ
れ
た

と
い
う
近
世
前
期
（
延
宝
年
間
）
の
間
、
い
ず
れ
か
の
時
期
に
付
加
さ
れ
た
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、「
申
状
」
に
「
烏
帽
子
の
右
ふ
さ
」（
左
折
烏
帽
子
）
が
あ
ら
わ
れ
る

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
口
承
文
芸
の
影
響
が
初
期
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
て
も
不
都
合
は

な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
幸
若
太
夫
や
琵
琶
法
師
が
南
九
州
に
ま
で

訪
れ
た
と
す
る
の
は
早
計
か
も
し
れ
な
い
。「
申
状
」
に
よ
れ
ば
酒
匂
氏
は
在
京
が

長
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
（
（3
（

、
京
都
で
種
々
の
文
芸
に
触
れ
、
そ
の
知
識
を
島
津
氏
草
創

譚
に
持
ち
込
ん
だ
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

小
稿
で
平
泉
伝
説
と
一
括
し
た
「
物
語
」
の
形
成
過
程
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

ま
ず
、「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」
で
は
、
島
津
氏
初
代
忠
久
が
源
頼
朝
の
庶
長
子
で
、

奥
州
合
戦
に
お
け
る
鎌
倉
方
の
大
将
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
語
ら
れ
た
。
そ
こ
に

は
、
す
で
に
口
承
文
芸
の
影
響
が
見
ら
れ
た
。「
山
田
聖
栄
自
記
」
で
は
、
奥
州
合

戦
伝
説
が
肥
大
化
す
る
と
も
に
、
秀
衡
の
遺
言
、
義
経
の
最
期
に
関
わ
る
「
物
語
」

が
口
承
文
芸
等
を
大
幅
に
取
り
込
む
形
で
付
加
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
伝
説
が
生
じ
た
根
本
に
、
島
津
忠
久
頼
朝
落
胤
説
（
島
津
氏
源
姓
説
）

が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
室
町
時
代
、
一
五
世
紀
半
ば
頃
に
こ
の
説
が
主
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張
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
関
し
て
は
近
年
、
議
論
が
あ
り
、
①
幕
府
を
相
対
化
し
、
自

立
し
た
地
域
的
封
建
権
力
た
ら
ん
と
し
た
島
津
氏
が
、
正
統
な
血
筋
と
由
緒
を
持
つ

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
創
出
し
た
と
す
る
説
（
（3
（

、
②
中
世
武
家
社
会
独
自
の
正

統
性
論
理
た
る
「
源
氏
将
軍
観
」
の
影
響
下
に
形
成
さ
れ
た
自
己
認
識
で
、
島
津
氏

が
足
利
氏
を
頂
点
と
す
る
儀
礼
的
秩
序
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
対
応
す
る
と
の

説
（
（3
（

が
提
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
②
説
を
支
持
し
つ
つ
も
、
室
町
期
に
「
為
義
―
義
朝

流
」（
当
然
、
頼
朝
も
こ
の
流
れ
）
が
足
利
一
門
と
見
な
さ
れ
た
事
実
に
着
目
し
、

島
津
氏
が
頼
朝
末
裔
を
名
乗
っ
た
の
は
同
氏
が
（
単
な
る
源
氏
で
は
な
く
）
自
ら
を

足
利
一
門
だ
と
喧
伝
し
、
そ
れ
を
内
外
に
承
認
さ
せ
る
こ
と
で
他
氏
と
の
間
に
別
格

化
を
図
り
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
の
説
（
（3
（

も
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

で
は
な
ぜ
、
忠
久
が
奥
州
合
戦
の
「
大
将
」
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
が
作
ら
れ

た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
中
世
日
本
国
周
縁
部
の
歴
史
認
識
と
正

統
観
念
」（
註
３
）
で
、
概
略
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
一
）
奥
州
合
戦
時
に
島
津
忠
久
が
頼
朝
か
ら
島
津
荘
で
の
軍
事
動
員
を
命
ぜ
ら

れ
（
文
治
五
年
二
月
九
日
「
源
頼
朝
下
文
」
島
津
家
文
書
）、
実
際
に
南
九
州

の
領
主
が
参
陣
し
た
と
い
う
史
実
が
あ
っ
た
（
文
治
五
年
一
一
月　

日
「
島
津

忠
久
下
文
」、
同
年
一
一
月
二
四
日
「
源
頼
朝
御
教
書
」）
（
（4
（

。

（
二
）
南
九
州
の
奥
州
合
戦
伝
説
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
課
さ
れ
て
い
る
の
が

畠
山
重
忠
で
あ
り
、
島
津
家
文
書
に
の
こ
る
頼
朝
が
重
忠
あ
て
に
合
戦
中
に
差

し
出
し
た
（
文
治
五
年
）
八
月
一
五
日
「
源
頼
朝
御
教
書
」
が
、
室
町
時
代
か

ら
「
伝
説
」
の
形
成
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
該
文
書
は
南
北
朝

時
代
に
は
島
津
家
の
許
に
あ
り
、畠
山
重
忠
あ
て
文
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

重
忠
遺
臣
が
島
津
氏
の
被
官
と
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
そ
れ
を
持
ち
込
ん
だ
可

能
性
が
あ
る
（
（4
（

。

（
三
）
さ
ら
に
中
世
の
武
家
社
会
一
般
に
流
通
し
て
い
た
畠
山
重
忠
イ
メ
ー
ジ
が

「
伝
説
」
の
形
成
に
作
用
し
た
。

（
四
）
奥
州
合
戦
に
は
、
室
町
時
代
の
島
津
氏
に
と
っ
て
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
薩

摩
の
二
階
堂
氏
・
渋
谷
氏
、
日
向
の
伊
東
氏
お
よ
び
肥
後
の
相
良
氏
の
先
祖
が

参
加
し
て
い
る
（『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
七
月
一
九
日
条
）。
鎌
倉
軍
を
従
え
て

奥
州
に
侵
攻
し
た
と
い
う
忠
久
像
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
優
位
に
立
つ

上
で
有
効
だ
と
判
断
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

若
干
の
補
足
を
し
て
お
く
。
ま
ず
（
一
）に
関
し
て
は
、
文
治
五
年
二
月
九
日「
源

頼
朝
下
文
」
が
「
島
津
氏
重
書
目
録
」（
大
日
本
古
文
書
『
島
津
家
文
書
』
一
六
〇
）

に「
一
通　

御
下
文
正
文　

文
治
五
年
二
月
九
日
」、と
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
奥
州
合
戦
に
関
わ
る
島
津
家
文
書
と
し
て
は（
文
治
五
年
）八
月
二
〇
日「
源

頼
朝
書
状
」が
知
ら
れ
、こ
ち
ら
も「
島
津
氏
重
書
目
録
」（
同
一
六
三
）に「
一〈
三
枚
〉

同
（
右
大
将
家
―
引
用
者
）
御
自
筆
御
書　

八
月
廿
日
」
と
見
え
る
。
い
ず
れ
の
「
重

書
目
録
」
も
南
北
朝
時
代
の
作
成
に
か
か
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
（
（4
（

、忠
久
あ
て
の
「
源

頼
朝
下
文
」
は
も
と
よ
り
、
そ
う
で
は
な
い
「
源
頼
朝
書
状
（
（4
（

」
も
当
時
す
で
に
島
津

家
が
保
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
者
は
、「
重
書
目
録
」
の
表
記
か

ら
、
南
北
朝
時
代
に
は
す
で
に
頼
朝
発
給
文
書
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
（
（4
（

。「
申
状
」
を
記
し
た
酒
匂
安
国
寺
は
島
津
氏
の
有
力
被
官
家
の
出
身
で
あ
り
、

ま
た
、「
自
記
」
の
島
津
氏
由
緒
は
島
津
総
州
家
（
旧
本
宗
）
忠
朝
が
情
報
源
で
あ
る
。

彼
ら
が
右
記
文
書
の
存
在
を
認
知
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

あ
ら
た
め
て
文
書
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、「
源
頼
朝
下
文
」
は
、
頼
朝
が
忠
久

に
対
し
て
、
島
津
荘
荘
官
の
う
ち
「
武
器
に
足
る
輩
」
を
七
月
一
〇
日
以
前
に
関
東

（
鎌
倉
）
に
参
着
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、「
源
頼
朝
書
状
」
は
頼
朝
が
平

泉
突
入
を
前
に
し
て
、
諸
将
に
令
し
た
行
軍
上
の
訓
戒
で
あ
る
。「
申
状
」
や
「
自

記
」
の
奥
州
合
戦
伝
説
の
ベ
ー
ス
に
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
元
に

し
た
（
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
）
知
識
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に

想
定
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
自
記
」
県
図
書
本
・
島
津
忠
久
記
に
は
、
頼
朝
が
泰
衡

追
討
の
た
め
軍
勢
を
「
近
国
遠
国
」
に
対
し
「
廻
文
」
を
も
っ
て
相
い
催
し
た
と
い

う
記
述
が
あ
る
（
史
料
二
ａ
傍
線
部
）。こ
れ
は
、（
廻
文
は
正
確
で
は
な
い
に
せ
よ
）

右
の
「
源
頼
朝
下
文
」
を
念
頭
に
置
い
て
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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次
に
（
二
）（
三
）
に
関
し
て
は
、
前
稿
の
公
表
後
、
島
津
氏
と
畠
山
氏
と
の
関

係
が
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
以
上
に
濃
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（4
（

。

た
と
え
ば
、
重
忠
の
娘
が
忠
久
に
嫁
い
だ
り
（
（4
（

、
島
津
氏
が
重
忠
の
遺
領
の
一
部
を

伝
領
し
た
り
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
鎌
倉
時
代
の
島
津
氏
に
と
っ
て
重
忠
が

行
動
の
規
範
と
な
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

武
家
社
会
一
般
の
重
忠
イ
メ
ー
ジ
に
解
消
さ
れ
な
い
、
中
世
島
津
氏
独
自
の
重
忠

観
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、「
申
状
」「
自
記
」
の
忠

久
奥
州
合
戦
従
軍
譚
に
お
い
て
畠
山
重
忠
が
重
要
な
役
割
を
担
う
第
二
の
理
由
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
前
稿
以
後
の
進
捗
に
つ
い
て
述
べ
た
。
と
は
い
え
課
題
は
な
お
多
い
。
そ

の
最
も
基
礎
的
で
重
要
な
も
の
が
、「
自
記
」
伝
本
の
研
究
で
あ
る
。
困
難
な
作
業

が
予
想
さ
れ
る
が
、
小
稿
に
お
け
る
秀
衡
遺
言
と
義
経
最
期
の
場
面
の
位
置
付
け
の

曖
昧
さ
は
、
そ
れ
を
以
て
は
じ
め
て
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

【
付
記
】
二
〇
一
五
年
三
月
八
日
に
行
わ
れ
た
隼
人
文
化
研
究
会
例
会
（
於
：
鹿
児

島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
）
で
の
報
告
が
小
稿
の
元
に
な
っ
て
い
る
。

五
味
克
夫
氏
、
野
口
実
氏
、
永
山
修
一
氏
、
鈴
木
彰
氏
、
新
名
一
仁
氏
を
は
じ

め
と
す
る
参
会
者
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
教
示
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
1
）
小
林
清
治 

「
伊
達
氏
と
奥
州
探
題
職
」（
同
『
戦
国
大
名
伊
達
氏
の
領
国
支
配
』
岩
田
書
院
、

二
〇
一
七
年
。
初
出 

一
九
七
四
年
）、
入
間
田
宣
夫
「
中
世
に
お
け
る
平
泉
問
題
」（『
宮
城
歴

史
科
学
研
究
』
七
、 

一
九
七
九
年
）、
大
石
直
正
「『
余
目
氏
旧
記
』
と
奥
州
探
題
」（『
歴
史
地

名
通
信
』
一
〇
、 

一
九
八
七
年
）、
入
間
田
宣
夫
「
中
世
奥
南
の
正
統
意
識
」（
同
『
中
世
武
士

団
の
自
己
認
識
』
三
弥
井
書
店
、 

一
九
九
八
年
。
初
出 

一
九
九
一
年
）、
同
「
伊
達
の
平
泉
伝

説
」（『
中
世
文
学
』
四
二
、 

一
九
九
七
年
）
な
ど
。
一
方
、
義
経
伝
説
に
つ
い
て
は
、
島
津
久

基
『
義
経
伝
説
と
文
学
』（
明
治
書
院
、 

一
九
三
五
年
）、
高
橋
富
雄
『
義
経
伝
説
』（
中
央
公
論

社
、 

一
九
六
六
年
）、
豊
田
武
『
英
雄
と
伝
説
』（
塙
書
房
、 

一
九
七
六
年
）
な
ど
の
古
典
的
業

註
・
引
用
文
献

績
か
ら
最
近
の
菊
池
勇
夫
『
義
経
伝
説
の
近
世
的
展
開
』（
サ
ッ
ポ
ロ
堂
書
店
、 

二
〇
一
六
年
）、

原
田
信
男
『
義
経
伝
説
と
為
朝
伝
説
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
ま
で
、
ま
さ
に
汗
牛
充
棟

の
観
が
あ
る
が
、
南
九
州
で
の
伝
説
の
展
開
を
扱
っ
た
研
究
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。

（
2
）
小
稿
に
お
け
る
南
九
州
は
、
九
州
地
方
の
南
部
、
概
ね
現
在
の
鹿
児
島
県
域
、
旧
国
名
で
い

え
ば
薩
摩
・
大
隅
両
国
と
日
向
国
の
一
部
を
さ
す
。
鹿
児
島
県
で
は
二
〇
〇
七
年
に
、
川
辺
町
・

知
覧
町
・
頴
娃
町
が
合
併
し
て
南
九
州
市
が
誕
生
し
た
が
、
小
稿
の
南
九
州
は
こ
の
自
治
体
や

そ
の
範
域
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

（
3
）
関
連
す
る
拙
稿
は
以
下
で
あ
る
。「
中
世
日
本
の
北
と
南
」（
柳
原
『
中
世
日
本
の
周
縁
と
東
ア

ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、 

二
〇
一
一
年
。
初
出 

二
〇
〇
四
年
）、「
薩
摩
国
阿
多
郡
地
頭
鮫
島
氏
系

譜
考
」（
同
書
。
初
出 

二
〇
〇
七
年
）、「
中
世
日
本
国
周
縁
部
の
歴
史
認
識
と
正
統
観
念
」（
熊

谷
公
男
・
柳
原
編  

講
座
東
北
の
歴
史 

三
『
境
界
と
自
他
の
認
識
』
清
文
堂
、 

二
〇
一
三
年
）。

「
コ
ラ
ム　

平
泉
伝
説
」（
柳
原
編  

東
北
の
中
世
史
一 

『
平
泉
の
光
芒
』吉
川
弘
文
館
、 

二
〇
一
五

年
）。

（
4
）
関
連
文
献
は
多
い
が
、
と
り
あ
え
ず
合
戦
の
経
過
に
つ
い
て
は
柳
原
「
奥
州
合
戦
」（
同
編 

東
北
の
中
世 

一
『
平
泉
の
光
芒
』
前
掲
註
（
3
））
参
照
。
最
近
の
成
果
と
し
て
藪
本
勝
治
「
奥

州
合
戦
再
読
」（『
古
代
文
化
』
六
八
―
一
、 

二
〇
一
六
年
）、
勅
使
河
原
拓
也
「
奥
州
合
戦
を

め
ぐ
る
公
武
関
係
」（
同 

七
一
―
二
、 

二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
。

（
5
）
以
上
、「
申
状
」
に
つ
い
て
は
、
五
味
克
夫
「『
山
田
家
文
書
』
と
『
山
田
聖
栄
自
記
』
補
考
」

（
同
『
戦
国
・
近
世
の
島
津
一
族
と
家
臣
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
。
初
出
一
九
八
三
年
）、

同
「
南
北
朝･

室
町
期
に
お
け
る
島
津
家
被
官
酒
匂
氏
に
つ
い
て
」（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀

要
『
人
文
学
科
論
集
』
一
九
、一
九
八
三
年
）
に
よ
っ
た
。（
本
文
の
引
用
は
後
者
か
ら
） 

小
稿
の
「
申
状
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
前
者
所
載
の
も
の
（
イ
本
）
に
依
っ
て
い
る
。
な
お
、
イ

本
と
し
て
、
島
津
家
編
輯
所
旧
蔵
本
写
、
島
津
家
文
書
の
「
酒
匂
家
一
巻
書
」、
山
田
家
文
書
の

冊
子
本
「
山
田
聖
栄
自
記
」
一
本
に
付
載
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
ロ
本
と
し
て
は
、「
御
当
家

始
書
」
と
題
す
る
「
旧
典
類
聚
」
所
収
本
、
島
津
家
文
書
の
「
酒
匂
安
国
寺
申
状
」
と
題
す
る

も
の
、
都
城
島
津
家
文
書
中
の
「
山
田
聖
栄
自
記
」
に
付
載
の
も
の
が
あ
る
。

（
6
）
代
表
的
な
研
究
に
朝
河
貫
一
「
島
津
忠
久
の
生
い
立
ち
」（
同
著
・
矢
吹
晋
編
訳
『
朝
河
貫
一

比
較
封
建
制
論
集
』
柏
書
房
、 

二
〇
〇
七
年
。
初
出
一
九
三
九
年
）、
井
原
今
朝
男
「
鎮
西
島
津

荘
支
配
と
惣
地
頭
の
役
割
」（
同
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
。
初

出
一
九
七
七
年
）、
野
口
実
「
惟
宗
忠
久
を
め
ぐ
っ
て
」（
同
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
高

科
書
店
、 

一
九
九
四
年
。
初
出 

一
九
九
一
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
海
老
澤
衷
「
鎌
倉
幕
府
の
成

立
と
惟
宗
忠
久
」（
海
老
澤
衷
・
近
藤
成
一
・
甚
野
尚
志
編
『
朝
河
貫
一
と
日
欧
中
世
史
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、 

二
〇
一
七
年
）
に
最
近
ま
で
の
議
論
の
整
理
が
あ
る
。

（
7
）
島
津
忠
久
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
後
世
様
々
な
説
が
唱
え
ら
れ
、
ま
た
島
津
氏
自
身
い
く
つ

か
の
姓
を
用
い
た
。
中
世
で
は
、
藤
原
姓
を
用
い
た
期
間
が
長
く
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に

一
五
世
紀
半
ば
か
ら
源
姓
が
使
用
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
実
際
の
古
文
書
で
の
使
用
例
は
少
な

い
）。
こ
の
辺
り
に
つ
い
て
は
、
水
野
哲
雄
「
島
津
氏
の
自
己
認
識
と
氏
姓
」（
九
州
史
学
研
究

会
編
『
境
界
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。
こ
の
ほ
か
関
連
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す
る
研
究
と
し
て
朝
河
貫
一
「
島
津
忠
久
の
生
い
立
ち
」（
前
掲
註
（
６
））、
竹
内
理
三
「
島
津

氏
源
頼
朝
落
胤
説
の
起
り
」（『
日
本
歴
史
』
四
九
、 

一
九
五
二
年
）、
三
木
靖
『
薩
摩
島
津
氏
』

（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
二
年
）、
大
賀
郁
夫
「
近
世
期
に
お
け
る
島
津
忠
久
の
頼
朝
落
胤

「
伝
説
」
に
つ
い
て
」（
鹿
児
島
県
史
料
『
薩
摩
藩
法
令
史
料
集
』
月
報 

二
、
鹿
児
島
県
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、 

二
〇
〇
五
年
）、
林 

匡
「「
島
津
家
由
緒
」
と
薩
摩
藩
記
録
所
」（『
黎

明
館
調
査
研
究
報
告
』
二
五
、 

二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
忠
久
に
関
す
る
研
究
書

と
し
て
江
平
望
『
島
津
忠
久
と
そ
の
周
辺
』（
高
城
書
房
、 

一
九
九
六
年
。
改
訂
版 

二
〇
〇
四

年
）、
同
『
拾
遺  

島
津
忠
久
と
そ
の
周
辺
』（
同
、 

二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
8
）
当
該
部
分
、
イ
本
と
ロ
本
と
で
大
差
は
な
い
が
、
イ
本
の
「
直
衣
」（
史
料
一
傍
線
部
③
）
が

ロ
本
で
は
「
ひ
た
ゝ
れ
（
直
垂
）」
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
本
は
五
味
克
夫
「
南
北
朝･

室
町
期
に

お
け
る
島
津
家
被
官
酒
匂
氏
に
つ
い
て
」（
前
掲
註
（
５
））
に
飜
刻
が
あ
る
。

（
9
）   

島
津
忠
久
の
史
料
上
の
初
見
は
、『
山
槐
記
』
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
二
月
八
日
条
に
見
え

る
「
左
兵
衛
尉
」
の
一
人
「
忠
久
」
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
元
服
を
終
え
て
い
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
頼
朝
長
子
の
頼
家
（
寿
永
元
年
＝
一
一
八
二
年
生
ま
れ
）
よ
り
も
年
長

で
あ
り
、
頼
朝
三
男
と
い
う
こ
と
も
考
え
が
た
い
。
野
口
実
氏
は
忠
久
が
重
忠
よ
り
も
年
長
で

あ
っ
た
と
推
定
す
る
（
同
「
惟
宗
忠
久
を
め
ぐ
っ
て
」
前
掲
註
（
６
））。

（
10
）
鹿
児
島
県
史
料
集 

Ⅶ 

『
薩
摩
国
阿
多
郡
史
料　

山
田
聖
栄
自
記
』（
鹿
児
島
県
立
図
書
館
）

（
11
）
以
上
、「
自
記
」
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
史
料
集
Ⅶ
『
山
田
聖
栄
自
記　

山
田
家
文
書
』

（
前
掲
註
（
10
））
の
解
題
お
よ
び
五
味
克
夫
「『
山
田
家
文
書
』
と
『
山
田
聖
栄
自
記
』
補
考
」（
前

掲
註
（
5
））
に
よ
る
。
な
お
、「
自
記
」
に
関
す
る
最
近
の
研
究
成
果
と
し
て
、
松
園
斉
「
中

世
後
期
の
日
記
の
特
色
に
つ
い
て
の
覚
書
」（『
日
本
研
究
』
四
四
、
二
〇
一
一
年
）、
高
橋
典
幸

「『
山
田
聖
栄
自
記
』
と
平
家
物
語
」（
松
尾
葦
江
編
『
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
』
笠
間

書
院
、 

二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。

（
12
）
以
後
の
展
開
は
、
基
本
的
に
「
申
状
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
自
記
」
に
は
忠
久
が
住
吉
社
近

辺
で
、
大
雨
の
な
か
産
ま
れ
た
（
い
わ
ゆ
る
島
津
雨
の
起
源
）
と
い
う
逸
話
は
見
ら
れ
な
い
。

（
13
）
島
津
忠
久
記
以
外
に
も
同
種
の
記
述
が
あ
る
が
、
同
記
を
中
心
に
見
る
。

（
14
）
『
薩
摩
国
阿
多
郡
史
料 

山
田
聖
栄
自
記
』（
前
掲
註
（
10
））
所
収
の
県
図
書
本
に
は
、
同
系

統
の
鹿
児
島
大
学
玉
里
文
庫
本
と
の
文
字
の
異
同
が
示
さ
れ
て
い
る
。
小
稿
で
は
玉
里
本
の
文

字
を
採
用
し
た
場
合
は
〔　

〕
で
示
す
。
ま
た
、『
薩
摩
国
阿
多
郡
史
料 

山
田
聖
栄
自
記
』
編

者
の
註
は
［　

］
で
示
す
。

（
15
）
近
世
島
津
藩
の
正
史
で
あ
る
山
本
正
誼
撰
『
島
津
国
史
』（
鹿
児
島
県
地
方
史
学
会
）
で
は
、

次
の
よ
う
な
話
に
な
っ
て
い
る
。
奥
州
合
戦
の
「
先
鋒
総
督
」
に
御
家
人
た
ち
は
源
頼
家
を
待

望
し
た
。
し
か
し
、
北
条
政
子
が
許
さ
ず
、
畠
山
重
忠
は
か
わ
り
に
忠
久
を
推
挙
し
た
。
政
子

は
、
御
家
人
が
居
並
ぶ
中
で
忠
久
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
、
目
印
と
す
る
た
め

重
忠
が
忠
久
に
左
折
の
烏
帽
子
を
か
ぶ
ら
せ
、
着
用
の
直
垂
の
背
の
縫
目
を
わ
ざ
と
綻
ば
せ
た
。

（
16
）
史
料
二
ｄ
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
薩
摩
国
阿
多
郡
地
頭
鮫
島
氏
系
譜
考
」（
前
掲
註
（
3
））

で
考
察
を
加
え
た
。

（
17
）
高
橋
典
幸 

「『
山
田
聖
栄
自
記
』
と
平
家
物
語
」（
前
掲
註
（
11
））
は
、「
自
記
」
の
分
析
を

通
じ
て
、
地
方
の
武
士
に
平
家
物
語
が
ど
の
よ
う
に
受
容
・
享
受
さ
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る

こ
と
を
主
題
と
し
て
お
り
、
問
題
意
識
や
方
法
に
お
い
て
小
稿
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
18
）
図
書
寮
叢
刊 

『
九
条
家
本 

玉
葉
』
一
一
（
宮
内
庁
書
陵
部
）

（
19
）
新
訂
増
補
国
史
大
系 

『
吾
妻
鏡
』（
吉
川
弘
文
館
）。
以
下
同
。

（
20
）
鈴
木
彰 

「
薩
隅
日
三
国
に
お
け
る
幸
若
舞
受
容
の
系
譜
」（
隼
人
文
化
研
究
会
発
表
資
料
、

二
〇
一
四
年
三
月
九
日
）

（
21
）
福
田
晃
・
真
鍋
昌
弘
編 

『
幸
若
舞
曲
研
究
』
8
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
四
年
）
所
収
の
小

林
健
二
注
釈
「
和
泉
か
城
」
に
よ
る
。「
和
泉
が
城
」
は
、
和
泉
三
郎
忠
衡
の
義
経
へ
の
忠
義
に

焦
点
を
あ
て
て
、
秀
衡
の
最
期
か
ら
和
泉
が
城
に
お
け
る
忠
衡
の
死
ま
で
を
描
く
。

（
22
）
日
本
古
典
文
学
大
系 

『
義
経
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）
に
よ
っ
た
。
以
下
、『
義
経

記
』
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
23
）
『
吾
妻
鏡
』
に
登
場
す
る
義
経
の
郎
党
・
従
者
は
以
下
で
あ
る
。
佐
藤
継
信
・
忠
信
、
伊
勢
三

郎
義
盛
、
堀
弥
太
郎
景
光
、
片
岡
八
郎
弘
綱
、
武
蔵
坊
弁
慶
。
ま
た
、『
玉
葉
』
で
は
、
伊
勢
三

郎
、
堀
弥
太
郎
、
佐
藤
四
郎
兵
衛
尉
で
あ
る
。

（
24
）
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
に
お
い
て
弁
慶
は
、
文
治
元
年
一
一
月
三

日
・
六
日
条
の
二
ヶ
所
に
し
か
あ
ら
わ
れ
ず
、
目
立
っ
た
活
躍
も
な
い
。

（
25
）
荒
木
繁
・
池
田
廣
司
・
山
本
吉
左
右
編
注
『
幸
若
舞
』
2
（
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
）
に
よ

る
。「
高
館
」
は
、
平
泉
の
「
高
館
殿
」
に
お
け
る
義
経
主
従
の
最
期
に
取
材
し
た
曲
。

（
26
）
福
田
晃
・
真
鍋
昌
弘
編
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
8
（
前
掲
註
（
21
））
に
よ
る
。「
含
状
」
は
、

義
経
の
最
期
か
ら
そ
の
首
実
検
ま
で
を
描
く
。
義
経
の
首
が
く
わ
え
込
ん
だ
巻
物
に
梶
原
景
時

の
讒
言
が
暴
露
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
景
時
が
討
た
れ
た
と
い
う
筋
書
き
。

（
27
）
こ
れ
ま
で
述
べ
な
か
っ
た
相
違
点
を
指
摘
す
れ
ば
、「
自
記
」
に
高
館
・
衣
河
と
い
う
地
名
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

（
28
）
「
自
記
」（
三
）
貞
久
代
（
県
図
書
本
）
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

頼
朝
之
後
ハ
二
位
殿
御
計
ニ
な
る
、
北
条
時
政
之
末
義
時
に
移
レ
ハ
先
代
之
世
た
り
、
時

ニ
随
習
に
て
忠
義
・
久
経
・
忠
宗
迄
者
源
家
一
味
之
儀
を
待
候
処
、
爰
摂
津
守
頼
光
之
子

孫
新
田
・
足
利
と
て
両
人
下
野
国
ニ
居
住
ス
、
鎌
倉
よ
り
無
情
計
ニ
依
て
、
俄
謀
叛
人
と

成
、
合
戦
ニ
及
、
関
東
方
之
源
氏
共
新
田
方
ニ
同
意
す
る
、
天
命
な
れ
は
坂
東
破
れ
、
自

門
他
門
よ
ら
す
源
氏
一
ツ
ニ
成
、
直
に
先
代
高
時
滅
亡
与
成
（
下
略
）

　

こ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
歴
史
認
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
鎌
倉
幕
府
開
創
当
初
、

頼
朝
の
時
代
は
源
氏
の
世
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
北
条
時
政
の
執
政
末
期
か
ら
義
時
の
執
政
期

に
北
条
氏
の
世
す
な
わ
ち
「
先
代
之
世
」
と
な
っ
た
。
島
津
氏
の
二
代
忠
義
・
三
代
久
経
・
四

代
忠
宗
は
、
源
氏
が
一
味
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、
新
田
・
足
利
氏
が
一
時
は
（
北
条

氏
に
よ
っ
て
）
謀
反
人
と
な
り
な
が
ら
も
関
東
の
源
氏
を
糾
合
し
て
、
北
条
高
時
率
い
る
鎌
倉

幕
府
を
滅
亡
さ
せ
た
。
当
然
、「
当
御
代
」（
こ
の
語
は
「
申
状
」
に
よ
る
）
は
源
氏
の
世
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
（「
先
代
」「
当
御
代
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
由
美
「
先
代
・
中
先
代
・
当
御
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代
」『
日
本
歴
史
』
七
九
〇
、二
〇
一
四
年
）。
な
お
、
こ
こ
で
「
新
田
・
足
利
」
を
「
摂
津
守

頼
光
之
子
孫
」
す
な
わ
ち
摂
津
源
氏
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
事
実
と

は
異
な
る
が
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
島
津
氏
は
源
氏
で
も
河
内
源
氏
で
頼
朝
の
正
統
、

足
利
氏
は
さ
に
あ
ら
ず
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

山
田
家
本
の
当
該
箇
所
対
応
部
分
に
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
く
、
い
つ
挿
入
さ
れ
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

（
29
）
畠
山
重
忠
に
関
す
る
研
究
は
数
多
い
。
評
伝
と
し
て
貫
達
人
『
畠
山
重
忠
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
二
年
初
版
）、
清
水
亮
『
中
世
武
士 

畠
山
重
忠
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）、
主

要
研
究
の
集
成
と
し
て
清
水
亮
編 

シ
リ
ー
ズ
・
中
世
関
東
武
士
の
研
究 

7
『
畠
山
重
忠
』（
戎

光
祥
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
・
葛
飾
区
郷
土

と
天
文
の
博
物
館
編
『
秩
父
平
氏
の
盛
衰
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。

（
30
）
大
石
直
正 
「『
吾
妻
鏡
』
と
文
治
奥
州
合
戦
」（（『
六
軒
丁
中
世
史
研
究
』
一
〇
、 

二
〇
〇
四

年
）

（
31
）
史
籍
集
覧 

『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
三 

「
畠
山
推
参
」、
北
原
康
夫
・
小
川
栄
一
編
『
延

慶
本
平
家
物
語
』
本
文
編 
上
（
勉
誠
社
、 

一
九
九
〇
年
）
第
二
末
廿
「
畠
山
兵
衛
佐
殿
へ
参
ル

事
」
な
ど
。
な
お
、
武
久
堅
「『
畠
山
物
語
』
と
の
関
連
」（
同
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
桜

風
社
、
一
九
八
六
年
。
初
出
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
32
）
「
右
総
の
烏
帽
子
」
は
「
申
状
」
と
同
時
代
の
史
料
に
用
例
を
見
な
い
。
し
か
し
、「
島
津
家

譜
」（
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録
前
編
一
』
一
三
六
の
一
）
に
「
左
折
右
総
之
烏
帽
子
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
「
右
総
」
＝
「
左
折
」
と
解
釈
し
た
。

（
33
）
「
島
津
家
譜
」（
前
掲
註
（
32
））

（
34
）
『
源
平
盛
衰
記
』
に
義
経
の
左
折
烏
帽
子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
こ
と
は
高
橋
典
幸
「『
山
田

聖
栄
自
記
』
と
平
家
物
語
」（
前
掲
註
（
11
））
に
指
摘
が
あ
る
。
同
種
の
話
を
載
せ
る
謡
曲
「
烏

帽
子
折
」
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
所
収
。

（
35
）
「
高
館
」
と
『
義
経
記
』
巻
八
の
「
鈴
木
三
郎
重
家
高
館
へ
参
る
事
」
以
下
の
章
段
と
の
関
係

も
問
題
で
あ
る
が
、
一
方
が
一
方
を
粉
本
に
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
（
中
に
は
『
義
経
物
語
』

の
よ
う
に
幸
若
の
詞
章
を
取
り
入
れ
た
も
の
も
あ
る
が
）、
同
じ
原
説
話
（
高
館
合
戦
説
話
）
に

基
づ
く
兄
弟
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
高
館
」
の
方
に
、
よ
り
原
説
話
の

諸
モ
チ
ー
フ
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う（
荒
木
繁
・
池
田
廣
司
・
山
本
吉
左
右
編
注
『
幸
若
舞
』

２
（
前
掲
註
（
25
））
の
解
題
参
照
。

（
36
）
「
申
状
」
に
「
京
都
之
事
者
酒
匂
ニ
被
仰
付
候
、
国
之
事
ハ
本
田
ニ
被
仰
付
候
」（
イ
本
。
本

田
氏
は
酒
匂
氏
と
並
ぶ
島
津
氏
有
力
被
官
）、「
守
護
代
置
候
て
我
ハ
御
代
官
ニ
在
京
仕
候
」（
ロ

本
）
と
あ
る
。
な
お
、
五
味
克
夫
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
島
津
家
被
官
酒
匂
氏
に
つ
い

て
」（
前
掲
註
（
５
））、
谷
口
雄
太
「
中
世
に
お
け
る
吉
良
氏
と
高
氏
」（
同
『
中
世
足
利
氏
の

血
統
と
権
威
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
。
初
出
二
〇
一
六
年
）
も
参
照
。

（
37
）
『
都
城
市
史
』 

通
史
編　

中
世
・
近
世
（
都
城
市
、
二
〇
〇
五
年
）。
執
筆
は
新
名
一
仁
氏
。

（
38
）
水
野
哲
雄 

「
島
津
氏
の
自
己
認
識
と
氏
姓
」（
前
掲
註
（
7
））

（
39
）
谷
口
雄
太 

『
中
世
足
利
氏
の
血
統
と
権
威
』（
前
掲
註
（
36
））
第
Ⅱ
部
の
各
章
、
特
に
「
中

世
後
期
島
津
氏
の
源
頼
朝
末
裔
主
張
に
つ
い
て
」（
初
出
二
〇
一
六
年
）。
な
お
、
谷
口
氏
は
近

著
『（
武
家
の
王
〉
足
利
氏
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）
に
お
い
て
、「
自
記
」
に
大
友
氏

＝
頼
朝
末
裔
説
が
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
島
津
氏
が
忠
久
＝
頼
朝
落
胤
説
を
主
張
し
た

の
は
、
大
友
氏
と
競
合
関
係
に
あ
っ
た
た
め
と
す
る
。

（
40
）
い
ず
れ
も
鹿
児
島
県
史
料
『
旧
記
雑
録
』
前
編
一
（
鹿
児
島
県
）。
な
お
、
こ
こ
で
列
挙
し
た

史
料
に
つ
い
て
は
、
入
間
田
宣
夫
「
鎌
倉
幕
府
と
奥
羽
両
国
」（
小
林
清
治
・
大
石
直
正
編
『
中

世
奥
羽
の
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
41
）
滅
亡
し
た
畠
山
重
忠
の
遺
臣
の
島
津
氏
へ
の
仕
官
お
よ
び
文
書
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
五
味

克
夫
「
薩
摩
国
守
護
島
津
氏
の
被
官
に
つ
い
て
」（
同
『
南
九
州
御
家
人
の
系
譜
と
所
領
支
配
』

戎
光
祥
出
版
、 

二
〇
一
七
年
。
初
出 

一
九
六
四
年
）、
野
口
実
「
鎌
倉
武
士
と
報
復
」（
清
水
亮

『
畠
山
重
忠
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
二
年
。
初
出
二
〇
〇
二
年
）、
同
「
惟
宗
忠
久
を
め
ぐ
っ

て
」（
前
掲
註
（
6
））
参
照
。

（
42
）
遠
藤
巌 

「
あ
か
う
そ
三
郎
」（『
六
軒
丁
中
世
史
研
究
』
八
、 

二
〇
〇
一
年
）

（
43
）
廻
文
で
あ
り
、
諸
将
の
間
で
回
覧
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
忠
久
あ
て
で
な
い
こ
と

は
明
確
で
あ
る
。

（
44
）
一
見
し
た
だ
け
で
は
差
出
が
不
明
確
で
、
大
日
本
古
文
書
『
島
津
家
文
書
』
一
で
も
「
氏
名

未
詳
書
状
案
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）
山
野
龍
太
郎 

「
畠
山
重
忠
の
政
治
的
遺
産
」（
北
条
氏
研
究
会
編
『
武
蔵
武
士
の
諸
相
』
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。
こ
の
論
文
は
、
島
津
家
文
書
に
伝
来
す
る
畠
山
重
忠
関
連
史
料
を
基

に
島
津
忠
久
の
奥
州
合
戦
伝
承
を
分
析
し
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。
た
だ
し
、
忠
久
の
奥
州
合

戦
伝
承
に
つ
い
て
は
、『
旧
記
雑
録
』
前
編
一
（
前
掲
註
（
40
））
所
載
の
「
島
津
綱
貴
記
」「
島

津
家
譜
増
補
」
に
依
拠
し
て
お
り
、「
申
状
」「
自
記
」
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
註
（
3
）

に
掲
げ
た
拙
稿
に
言
及
は
な
い
。

（
46
）
「
申
状
」「
自
記
」
に
畠
山
重
忠
が
島
津
忠
久
を
聟
に
取
っ
た
と
い
う
あ
る
こ
と
（
史
料
一
傍

線
部
②
、
史
料
二
ｂ
傍
線
部
②
）
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
畠
山
重
忠
女
と
忠
久
が
婚
姻
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
っ
た
（
た
と
え
ば
五
味
克
夫
「
薩
摩
国
守
護
島
津

氏
の
被
官
に
つ
い
て
」
前
掲
註
（
41
））。

（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
七
月
二
七
日
審
査
終
了
）
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Hiraizumi Legends Found in the Historical Materials of Medieval 
Southern Kyushu: “Sako Ankokuji-moushijo”(酒匂安国寺申状)and 
“Yamada Syoei-jiki”(山田聖栄自記)

YANAGIHARA Toshiaki

“Hiraizumi （平泉）legends” are legends related to the Fujiwara clan, who was a powerful family in 

the Tohoku（東北）region of Japan in the 12th century. Legends about Minamoto no Yoshitsune （源義

経）who died in Hiraizumi can also be included. In this article, I will introduce historical materials that 

show “Hiraizumi Legends” was told in Southern Kyushu （九州）during the Muromachi period, and 

also consider the reason and background. 

The historical materials are “Sako Ankokuji-moushijo” （酒匂安国寺申状）and “Yamada Syoei-jiki”　

（山田聖栄自記）．

These two historical materials have a description about Shimazu Tadahisa（島津忠久）, the first 

generation of Shimazu family, a powerful family in Southern Kyushu. There are two points. First, 

Tadahisa was the secret child of Minamoto no Yoritomo（源頼朝）. Second, Tadahisa led the Kamakura

（鎌倉）army in the Oshu （奥州） battle in 1189 and defeated the Fujiwara clan. But neither is true.

What was the origin of these “legends” ? First, the core of the legends is the creation of Shimazu 

family. However, the elements that color them are oral literatures such as “Kowakamai” （幸若舞）and 

“Gikeiki”（義経記）．Furthermore, there is a possibility that the Documents of Shimazu were referred 

to. In particular, ancient documents about Hatakeyama Shigetada （畠山重忠）have influenced the 

“legends.”

The legends that Shimazu Tadahisa led the Kamakura army in the Oshu battle seem to have been 

useful in Southern Kyushu during the Muromachi period. This is because Shimazu family at that time 

had many rivals, and their ancestors participated in the Oshu battle.

Key words: Hiraizumi Fujiwara clan, Minamoto no Yoshitsune, Shimazu Tadahisa. Hatakeyama 

Shigetada, oral literatures


